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当
店
は
一
九
六
二
年
の
創
業
で
あ
る
。
私
は
一
九
七
四
年
ア
ル
バ
イ
ト
で
入
社
し
、
一
九
七
八
年
に
正
式

入
社
と
な
る
。
そ
の
後
約
二
〇
年
は
、
売
り
場
拡
張
・
出
店
に
明
け
暮
れ
る
日
々
。

　
一
九
八
二
年
、
創
立
二
〇
周
年
記
念
「
歴
史
書
1
万
点
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。
あ
わ
せ
て
、
記
念
講

演
会
を
「
新
し
い
歴
史
へ
の
旅
」
と
題
し
て
、
阿
部
謹
也
、
網
野
善
彦
両
先
生
を
お
招
き
し
村
松
洋
裁
学
院

ホ
ー
ル
で
開
催
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
一
九
八
八
年
「
歴
史
書
懇
話
会
二
〇
周
年
記
念
フ
ェ
ア
」（
以
上
は
人

文
会
と
共
催
）、
一
九
九
四
年
「
歴
史
書
懇
話
会
二
六
周
年
、
国
語
・
国
文
出
版
会
一
五
周
年
記
念
フ
ェ
ア
」

を
そ
れ
ぞ
れ
成
功
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
会
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
し
に
は
成
功
し
え
な
い
大
き
な

試
み
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
版
元
の
先
輩
方
に
は
現
在
も
な
お
教
え
ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
り
の
達
成
感
を
体
験
す
る
一
方
、
当
時
は
、
創
業
者
谷
口
暢
宏
の
人
文
書
、
文
学
書
に
対
す
る
情

熱
が
人
一
倍
強
力
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
も
、
自
発
性
を
教
え
込

ま
れ
る
。
現
在
と
は
違
っ
て
メ
ガ
ス
ト
ア
が
皆
無
の
時
代
、
注
目
度
は
今
と
は
比
較
に
な
ら
な
か
っ
た
ば
か

り
か
、
フ
ェ
ア
の
結
果
は
規
模
に
見
合
う
手
ご
た
え
を
実
感
し
た
。
時
代
は
追
い
風
で
あ
り
、
創
業
者
谷
口

ち
く
さ
正
文
館
と
い
う
本
屋 

古
田
　

一
晴 

（
ち
く
さ
正
文
館
書
店
店
長
）

｜
書
店
現
場
か
ら
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の
こ
れ
ま
で
の
経
営
姿
勢
の
成
果
が
実
っ
た
、
幸
せ
な
時
代
で
あ
っ
た
。

　
現
在
の
規
模
に
落
ち
着
い
て
二
〇
年
ほ
ど
に
な
る
。
し
か
し
、
核
に
な
る
ジ
ャ
ン
ル
は
変
え
て
い
な
い
。

む
し
ろ
以
前
よ
り
棚
の
手
入
れ
に
時
間
を
さ
け
る
よ
う
に
な
る
。
人
文
書
、
文
芸
書
、
芸
術
書
の
見
直
し
は

最
小
限
に
と
ど
め
、
逆
に
当
店
に
と
っ
て
の
不
得
意
ジ
ャ
ン
ル
を
大
胆
に
切
り
離
す
。
幸
い
想
像
し
た
ほ
ど

の
苦
情
は
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市
内
中
心
部
へ
の
大
型
出
店
が
続
い
た
時
期
だ
っ
た
か
ら
、
不
安
材
料

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
専
門
書
を
置
く
書
店
が
増
え
、
市
内
の
専
門
書
在
庫
が
い
っ
き
に
二

倍
近
く
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
既
存
店
で
人
文
書
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
店
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ

れ
ま
で
未
体
験
だ
っ
た
本
屋
環
境
が
出
来
上
が
り
、
本
屋
シ
ー
ン
が
活
性
化
す
る
か
に
見
え
た
が
、
そ
う
は

な
ら
ず
に
人
文
書
店
が
定
着
す
る
難
し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
で
当
時
の
各
書
店
の
担
当
者
と

交
流
を
重
ね
、
と
て
つ
も
な
い
刺
激
を
受
け
る
。
充
実
し
た
意
見
交
換
も
増
え
て
、
棚
を
競
い
合
う
気
力
が

生
ま
れ
る
。

　
そ
う
し
て
、
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
し
な
が
ら
、
創
業
以
来
の
ポ
リ
シ
ー
を
守
る
方
法
を
模
索
す
る
。
ま

た
そ
れ
が
大
き
な
課
題
と
な
る
。
あ
わ
せ
て
当
店
の
最
初
期
か
ら
の
常
連
の
お
客
様
、
先
生
方
が
そ
ろ
っ
て

高
齢
に
な
ら
れ
た
。
私
を
鍛
え
て
く
だ
さ
り
、
生
涯
本
屋
通
い
を
お
や
め
に
な
ら
な
か
っ
た
方
々
ば
か
り
で

あ
る
。
私
の
勝
手
な
理
想
の
お
客
様
は
た
と
え
ば
、
高
校
、
大
学
時
代
に
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、
一
生
お
付

き
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
人
で
あ
る
。
そ
ん
な
本
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
品
揃
え
を
目
指
し
た
い
。「
守
り
」

よ
り
「
前
向
き
」
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
お
客
様
に
自
然
に
教
え
ら
れ
て
い
た
と
気
づ
く
。

幸
運
に
も
私
は
、
本
店
の
人
文
書
、
文
芸
書
担
当
を
一
度
も
離
れ
た
こ
と
が
な
い
。
若
年
の
お
客
様
、
友
人
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も
本
を
介
し
て
の
長
い
お
付
き
合
い
が
続
く
お
か
げ
で
親
密
度
が
い
や
ま
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
お
客
様
か

ら
は
た
び
た
び
、「
い
つ
も（
三
六
五
日
）
い
る
ね
！
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
時
代
若
年
の
友
人
が
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
中
心
で
活
躍
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
と
広
い
人
脈
を
持
っ
て
い
る
友
人
の
提
案
・
協
力
で
、

他
で
は
思
い
つ
か
な
い
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
、
イ
ベ
ン
ト
が
可
能
に
な
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
現
在
も
何
本
も
控

え
て
い
る
。

　
今
年
二
月
三
日
、
友
人
の
高
山
富
士
子
さ
ん
か
ら
「
甲
斐
扶
佐
義
を
お
連
れ
し
て
そ
ち
ら
に
伺
う
」
と
連

絡
が
あ
っ
た
。
こ
の
一
月
一
六
日
火
事
で
全
焼
し
た
京
都
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
の
店
主
に
し
て
写
真
家
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
、
片
桐
ユ
ズ
ル
他
編
『
ほ
ん
や
ら
洞
の
詩
人
た
ち

―
自
前
の
文
化
を
求
め
て
』（
晶
文
社
）が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
高
山
の
仲
介
で
名
古
屋
の
風
媒
社
へ
出
版
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
の
来
社
で
あ
っ
た
。

書
名
は
『
ほ
ん
や
ら
洞
日
乗
』
で
、
当
店
へ
は
出
版
記
念
写
真
展
の
依
頼
と
下
見
を
兼
ね
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
に
使
用
し
て
い
た
二
階
に
は
、
一
月
中
旬
か
ら
古
書
店
の
「
シ
マ
ウ
マ
書
房
」
が
出
店
。
店
主
の
鈴
木
創

さ
ん
は
、
風
媒
社
よ
り
『
名
古
屋
の
古
書
店
』
を
出
版
し
て
い
る
。
こ
ん
な
風
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

二
階
の
ま
だ
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
展
示
会
場
に
し
よ
う
か
と
考
え
る
。
実
現
に
向
け
て
話
を
進
め
る
。

会
期
は
五
月
の
連
休
前
後
を
目
安
と
す
る
。
高
山
と
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
シ
テ
ィ
ロ
マ
ン
ス
」
の
事
務

所
で
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
い
と
う
た
か
お（『
小
さ
な
唄
に
手
を
引
か
れ
』（
ビ
レ
ッ
ジ
プ
レ
ス
）の
著
者
）の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
の
頃
よ
り
の
友
人
。
彼
も
高
校
時
代
か
ら
「
ほ
ん
や
ら
洞
」
に
日
参
し
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
の
日
、
甲
斐
さ
ん
か
ら
頂
い
た
『on reading

』（
光
村
推
古
書
院
）に
は
「
よ
む
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、

モ
ノ
ク
ロ
で
市
井
の
人
々
の
豊
か
で
懐
か
し
い
写
真
に
、
鶴
見
俊
輔
な
ど
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
続
編
の
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『
ツ
ー
・
シ
ョ
ッ
ト
』（
同
）で
は
、
麿
赤
児
に
つ
い
て
の
思
い
が
け
ぬ
発
見
を
み
つ
け
て
楽
し
ま
せ
る
。

　
高
山
と
私
の
コ
ラ
ボ
で
は
、
二
〇
〇
九
年
の
「BO

O
K M

ARK N
AG
O
YA

」
の
当
店
の
企
画
が
初
。

『
記
憶
を
汲
み
あ
げ
る

―
岡
部
昌
生
の
世
界
』
を
高
山
が
持
ち
か
け
る
。
岡
部
氏
は
北
海
道
在
住
、
第

五
二
回
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
美
術
展
日
本
館
代
表
展
示
作
家
。
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
作
品
の
足

跡
を
、
映
像
、
資
料
の
展
示
、
作
品
集
『
岡
部
昌
生
、
わ
た
し
た
ち
の
過
去
に
、
未
来
は
あ
る
か
』
港
千
尋

編（
東
京
大
学
出
版
会
）、
図
録
の
販
売
を
行
う
。
同
じ
く
高
山
と
は
二
〇
一
二
年
に
、
店
の
二
階
ス
ペ
ー
ス

全
体
を
使
用
し
て
、「
米
国
の
い
ま
か
ら
、
日
本
の
明
日
を
考
え
る
」
と
題
し
、
マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督

『
シ
ッ
コ
』
の
上
映
、
岩
上
安
身
著
『
百
人
百
話
』（
三
一
書
房
）の
刊
行
記
念
講
演
会
と
、
ゲ
ス
ト
に
タ
レ
ン

ト
の
フ
ィ
フ
ィ
と
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
を
企
画
す
る
。

　
二
階
を
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
活
用
す
る
き
っ
か
け
は
、
吉
増
剛
造
氏
の
『
裸
の
メ
モ
』（
書
肆
山
田
）
の

刊
行
記
念
。
吉
増
氏
の
映
像
作
品
の
う
ち
、
芭
蕉
の
松
島
以
北
の
『
奥
の
細
道
』
ゆ
か
り
作
品
を
ビ
デ
オ
上

映
。
旧
知
で
企
画
を
持
っ
て
こ
ら
れ
、
新
著
『
江
戸
尾
張
文
人
交
流
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
）
と
も
か
ら
め
、
お

二
人
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
。
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
二
月
一
七
日
、
雑
誌
「
棲
」（
自
由
空
間
）
の
兼
松
春
実
さ
ん
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
相
談
を
受
け
る
。
昨
年
七

月
、
誠
文
堂
新
光
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
、
大
坊
勝
次
著
『
大
坊
珈
琲
店
』
の
次
回
作
『
大
坊
珈
琲
の
時
間
』

（
自
由
空
間
）
を
進
行
す
る
中
で
、
二
階
ス
ペ
ー
ス
で
実
際
に
珈
琲
を
淹
れ
な
が
ら
、
刊
行
イ
ベ
ン
ト
を
し

た
い
と
の
提
案
を
受
け
る
。
本
書
の
対
話
者（
瀬
戸
市
在
住
の
）キ
ム
ホ
ノ
氏
が
「
大
坊
珈
琲
店
」
の
常
連
で
、
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前
著
の
刊
行
記
念
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト（
二
〇
一
四
年
九
月
六
日
「
B
＆
B
」）
に
て
は
じ
め
て
二
人
の
対
話
が
実

現
し
た
。
そ
の
最
初
の
本
は
私
家
版
で
、
改
訂
版
を
誠
文
堂
新
光
社
が
市
販
し
た
が
、
今
回
の
本
は
直
扱
い

の
み
で
あ
る
。
前
著
の
造
本
も
す
ば
ら
し
い
が
、
今
回
の
木
村
一
成（
写
真
）安
藤
一
輝（
装
丁
）の
両
氏
、
さ

ら
に
は
兼
松
さ
ん
の
内
容
に
相
応
し
い
編
集
で
、
入
魂
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。「
本
」
を
単
に
デ
ー
タ
で
あ

る
と
勘
違
い
し
て
い
る
人
に
は
、
是
非
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
雑
誌
「
棲
」
の
三
人
の
女
性
編
集
者
は
、
当
店
の
常
連（
フ
ァ
ン
）さ
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
雑
誌
創
刊

の
こ
ろ
何
度
も
話
す
機
会
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
ち
ら
の
思
い
と
は
違
っ
て
、
本
の
問
い
合
わ
せ
に
怖
い
思

い
を
さ
せ
て
い
た
ら
し
い
。「
そ
ん
な
本
も
知
ら
な
い
の
？
」
と
言
わ
れ
る
ま
ま
そ
の
対
応
を
楽
し
ん
で
い

た
節
が
あ
る
。
今
思
え
ば
冷
や
汗
も
の
で
少
し
は
反
省
し
た
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
親
し
く
な
れ

た
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
学
年
こ
そ
違
え
、
全
員
が
同
じ
小
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
五
月
の
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
。

　
杉
本
秀
太
郎
・
甲
斐
扶
佐
義
著
『
夢
の
抜
け
口
』（
青
草
書
房
）

の
杉
本
氏
が
あ
と
が
き
に
書
い
て
い
る
。

　「
想
像
の
環
あ
る
い
は
連
想
の
カ
ラ
ク
リ
を
解
こ
う
と
す
る
振

舞
そ
の
も
の
が
、
書
く
と
い
う
振
舞
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
事
が

起
き
る
の
は
、
き
っ
か
け
の
そ
の
先
で
あ
る
。」
こ
ん
な
空
想
世

界
を
実
現
で
き
る
の
は
書
店
の
空
間
を
お
い
て
ほ
か
あ
る
ま
い
。

古
田
　

一
晴 （
ふ
る
た
　
か
ず
は
る
）

筆 者 近 影
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は
じ
め
に

　
戦
後
を
一
九
四
五
年
を
起
点
に
数
え
る
な
ら
、
確
か
に
今
年
で

七
〇
年
で
あ
る
。
私
は
一
九
六
二
年
の
生
ま
れ
な
の
で
、
戦
後

一
七
年
に
し
て
誕
生
し
、
二
一
世
紀
へ
の
移
行
を
ふ
く
ん
で
、
い

ま
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
一
九
七
〇
年
前

後
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
実
感
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
難

し
い
。
も
っ
と
い
え
ば
一
九
八
〇
年
の
大
学
入
学
以
降
が
私
な
り

に
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
に
自
覚
的
に
接
し
て
き
た
時
間
と
な
る
。
そ

れ
で
も
、
た
と
え
ば
現
在
の
大
学
一
年
生
の
標
準
的
な
誕
生
年
が

一
九
九
六
年
前
後
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
私
な
り
に
自
覚
的

に
思
想
に
接
し
て
き
た
時
間
に
こ
だ
わ
っ
て
も
そ
れ
な
り
に
意
味

が
あ
る
か
と
思
え
て
く
る
。

　
以
下
、
は
な
は
だ
勝
手
な
が
ら
、
客
観
的
な
紹
介
よ
り
も
き
わ

め
て
主
観
的
な
い
し
体
験
的
な
紹
介
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

 

一
九
八
〇
年
代
初
頭
、
マ
ル
ク
ス
再
生
か
葬
送
か

　
さ
き
に
記
し
た
と
お
り
、
私
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は

一
九
八
〇
年
。
ま
だ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
力
が
大
き
か
っ

た
。
と
は
い
え
、
す
で
に
「
マ
ル
ク
ス
葬
送
派
」
と
呼
ば
れ
る
潮

流
は
は
っ
き
り
と
登
場
し
て
い
て
、
い
く
つ
か
の
雑
誌
で
は
そ
う

い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
〇
年
代
に
論

壇
月
刊
誌
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
「
流
動
」（
流
動
出

体
験
的
読
書
案
内

―
世
界
の
戦
後
七
〇
年
に
際
し
て

細
見
　

和
之 （
大
阪
府
立
大
学
教
授
）

｜
15
分
で
読
む
戦
後
七
〇
年
｜
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同
討
議
2
〈
マ
ル
ク
ス
・
貨
幣
・
言
語
〉」
と
題
し
て
、
柄
谷
行

人
、
岩
井
克
人
、
浅
田
彰
の
討
議
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら

は
、
戦
前
か
ら
の
マ
ル
ク
ス
研
究
の
流
れ
と
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン

の
潮
流
を
受
け
た
マ
ル
ク
ス
の
問
い
な
お
し
と
い
う
、
二
本
の

柱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
こ
の
特
集
で
は
、
フ
ラ
ン
ソ

ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
の
「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
条
件
」、
ア
ン
ト
ニ

オ
・
ネ
グ
リ
の
「
支
配
と
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
論
考
の
翻
訳

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
重
要
だ
。
ど
ち
ら
も
、
そ
の
後
盛
ん

に
論
じ
ら
れ
る
思
想
家
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
私
が
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
一
九
八
〇
年
代
初
頭

は
、
古
典
的
な
マ
ル
ク
ス
の
思
想
が
は
っ
き
り
と
疑
わ
れ
る
と
と

も
に
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
思
想
が
台
頭
す
る
な
ど
、
す
く
な
く

と
も
日
本
で
は
き
わ
め
て
流
動
的
な
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ま

な
お
マ
ル
ク
ス
の
思
想
的
権
威
が
一
方
で
存
在
し
て
い
た
、
そ
の

よ
う
な
時
代
だ
っ
た
。
私
自
身
は
、
マ
ル
ク
ス
葬
送
派
は
も
と
よ

り
、
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
台
頭
に
も
、
違
和
と
反
発
ば
か
り
を
感

じ
て
い
た
。

　
そ
の
な
か
で
、
大
月
書
店
版
の
『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全

集
』
の
継
続
的
刊
行
は
、
や
は
り
世
界
的
に
も
特
筆
す
べ
き
こ
と

だ
と
思
う
。
一
九
五
九
年
の
刊
行
開
始
か
ら
、
一
九
七
五
年
ま
で

版
）
一
九
八
一
年
二
月
号
の
特
集
は
「
マ
ル
ク
ス

―
葬
送
か
再

生
か
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
竹
内
芳
郎
と
い
い
だ
も
も
に
よ
る
「
近

代
世
界
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」、
岡
庭
昇
と
笠
井
潔
に
よ
る
「
戦
後

市
民
社
会
と
マ
ル
ク
ス
葬
送
」
と
い
う
二
本
の
対
談
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
な
か
で
は
っ
き
り
と
「
葬
送
派
」
と
目

さ
れ
て
い
た
の
は
、
笠
井
潔
だ
け
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、「
思
想
」（
岩
波
書
店
）
一
九
八
三
年
三
月
号
で

特
集
「
マ
ル
ク
ス
と
現
代
」
が
組
ま
れ
た
際
、
巻
末
に
「
マ
ル
ク

ス

―
再
生
か
葬
送
か
」
と
い
う
、「
流
動
」
の
特
集
を
反
復
す

る
よ
う
な
「
討
論
」
が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら
の
討
論
者

は
、
竹
内
芳
郎
、
い
い
だ
も
も
、
小
阪
修
平
、
戸
田
徹
の
四
名
で

あ
り
、
小
阪
と
戸
田
は
自
他
と
も
に
認
め
る
「
葬
送
派
」
と
い
う

位
置
に
あ
っ
た
。
も
は
や
「
思
想
」
と
い
う
雑
誌
に
お
い
て
さ
え

も
「
マ
ル
ク
ス
葬
送
派
」
は
無
視
し
え
な
い
潮
流
と
な
っ
て
い
た

の
だ
。

　
一
九
八
三
年
は
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
没
後
百
年
と
い
う
区
切
り

で
も
あ
っ
て
、「
現
代
思
想
」（
青
土
社
）
も
同
じ
一
九
八
三
年
三
月

号
で
「
増
頁
特
集
＝
マ
ル
ク
ス
と
現
代
思
想
」
を
組
ん
で
い
る
。

こ
ち
ら
で
は
「
共
同
討
議
1
〈
戦
後
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
証

言
〉」
と
題
し
て
、
大
井
正
、
船
山
信
一
、
廣
松
渉
の
討
議
、「
共
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フ
ラ
ン
ス
の
戦
後
思
想
の
活
況

　
同
時
に
、
戦
後
の
時
期
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
代
思
想
が
活
況
を

呈
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
日
本
で
私
が
そ
れ
ら
の
思
想
に
実
際

に
接
し
た
の
は
や
は
り
一
九
八
〇
年
以
降
だ
が
、
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー

ル
・
サ
ル
ト
ル
の
実
存
主
義
と
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー

ス
の
構
造
主
義
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ

ら
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る

よ
う
な
状
態
で
、
文
字
ど
お
り
眩
暈
の
す
る
よ
う
な
印
象
が
あ
っ

た
。

　
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
サ
ル
ト
ル
の
存
在
感
に
は
甚
大

な
も
の
が
あ
っ
て
、
日
本
で
は
人
文
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い

た
『
サ
ル
ト
ル
全
集
』
は
一
九
八
〇
年
当
時
も
ま
だ
熱
心
に
読
ま

れ
て
い
た
。
も
は
や
『
存
在
と
無
』
で
は
な
く
て
新
た
な
マ
ル
ク

ス
主
義
の
著
作
と
し
て
構
想
さ
れ
た
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
に

関
心
の
中
心
は
移
っ
て
い
た
が
、
み
す
ず
書
房
を
中
心
に
刊
行
さ

れ
て
い
た
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
『
知
覚
の
現
象

学
』
を
は
じ
め
と
し
た
一
連
の
著
作
と
と
も
に
、
サ
ル
ト
ル
と
メ

ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
一
種
の
双
璧
を
な
し
て
い
て
、
哲
学
好
き

に
本
文
巻
の
全
四
五
冊
を
出
版
し
、
さ
ら
に
一
九
九
一
年
に
か
け

て
補
巻
と
別
巻
を
刊
行
し
、
じ
つ
に
三
二
年
の
歳
月
を
費
や
し
て

全
五
三
冊
を
出
版
・
完
結
さ
せ
る
と
い
う
大
仕
事
だ
っ
た
。
累
計

部
数
は
一
四
三
万
部
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
日
本

の
出
版
業
界
に
お
け
る
一
大
事
業
と
呼
ば
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ

う
。
ど
れ
だ
け
の
人
間
が
ど
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
こ
に
注

ぎ
込
ん
だ
か
と
思
う
と
、
い
さ
さ
か
茫
然
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど

だ
。『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
の
翻
訳
事
業
を
中
心
で

担
っ
た
岡
崎
次
郎
は
、
八
〇
歳
と
な
っ
た
一
九
八
四
年
に
、
家
財

を
整
理
し
て
夫
人
と
と
も
に
死
出
の
旅
に
出
た
と
さ
れ
、
そ
の
後

の
行
方
は
い
ま
に
い
た
る
ま
で
知
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
戦
後
日
本
、
さ
ら
に
は
戦
後
世
界
そ
の
も
の
に
お
け
る
、
マ

ル
ク
ス
の
思
想
の
行
く
末
を
も
暗
示
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

　
歴
史
学
の
大
家
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
も
、
世
界
シ
ス
テ

ム
論
で
知
ら
れ
る
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
も
、

基
本
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
そ
う
簡
単

に
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
特
権
視
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
家
の
な
か
の
ひ
と
り
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス

が
も
う
一
度
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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涯
は
早
す
ぎ
る
晩
年
に
差
し
か
か
っ
て
い
て
、
フ
ー
コ
ー
の
最
後

の
著
作
と
な
っ
た
『
性
の
歴
史
』
三
部
作
の
第
一
部
『
知
へ
の
意

志
』
が
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
の
フ
ー
コ
ー
の

急
死
か
ら
さ
ら
に
二
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
以
降
、
日
本
で
フ
ー

コ
ー
に
対
す
る
関
心
が
『
性
の
歴
史
』
に
偏
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
間
に
、『
狂
気
の
歴
史
』
や
『
監

獄
の
誕
生
』
な
ど
の
近
代
批
判
が
一
種
の
常
識
と
化
し
て
し
ま
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
フ
ー
コ
ー
と
文
字
ど
お
り
踵
を
接
す
る
よ
う
に
し
て
、
デ

リ
ダ
の
著
作
も
翻
訳
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
初
期
の
『
グ
ラ
マ
ト

ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
』
や
『
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
差
異
』
は
い
ち
早

く
熱
心
に
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
デ
リ
ダ
の
「
現
前
の
形

而
上
学
批
判
」、「
脱
構
築
」
と
い
っ
た
中
心
思
想
が
一
般
に
理
解

さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
さ
ら
に
は

一
九
九
〇
年
代
以
降
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
性
的
な
語
彙
を

ち
り
ば
め
た
デ
リ
ダ
の
挑
発
的
な
語
り
に
接
し
て
、
当
初
は
眉
を

ひ
そ
め
る
よ
う
な
態
度
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
後
半
生
の
デ
リ

ダ
が
、
自
分
の
出
自
と
重
ね
な
が
ら
、
世
界
の
状
況
へ
の
批
判
を

明
瞭
に
語
り
は
じ
め
た
こ
と
も
、
デ
リ
ダ
の
思
想
に
対
す
る
真
摯

な
理
解
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
私
自
身
「
脱
構
築
」
と
い
う

の
あ
い
だ
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
の
本
格
的
な
深
化
と
し

て
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
方
が
次
第
に
人
気
を
占
め
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
、
文
学
好
き
の
あ
い
だ
で
、
サ
ル
ト
ル
に
対
し
て
ア
ル

ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の
評
価
が
高
ま
る
の
と
平
行
し
て
い
た
印
象
が

あ
っ
た
。
逆
に
い
う
と
、
そ
れ
ま
で
は
、
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ

に
対
し
て
も
、
カ
ミ
ュ
に
対
し
て
も
、
サ
ル
ト
ル
が
圧
倒
的
に
優

位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
だ
マ
ル
ク
ス
へ
の
関
心
を
保
持
し
な
が
ら
、
サ
ル
ト
ル
か

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
か
と
い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る

一
方
で
、『
狂
気
の
歴
史
』
以
来
、『
言
葉
と
物
』、『
監
獄
の
誕

生
』
な
ど
の
フ
ー
コ
ー
の
大
き
な
著
作
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
か

ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
翻
訳
さ
れ
て
い
っ
た
。

サ
ル
ト
ル
は
フ
ー
コ
ー
の
『
言
葉
と
物
』
を
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

が
マ
ル
ク
ス
に
置
い
た
最
後
の
障
害
物
、
と
い
っ
た
趣
旨
の
批
判

（
評
価
）
を
述
べ
て
い
た
し
、
フ
ー
コ
ー
自
身
、
マ
ル
ク
ス
は
一
九

世
紀
の
思
想
の
認
識
枠
組
み
に
す
っ
ぽ
り
収
ま
る
と
、
明
確
に
マ

ル
ク
ス
批
判
を
提
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
フ
ー
コ
ー

の
思
想
の
持
つ
優
れ
た
政
治
性
に
、
社
会
批
判
と
い
え
ば
マ
ル
ク

ス
と
い
う
雰
囲
気
が
強
い
な
か
、
な
か
な
か
目
が
向
け
ら
れ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
時
点
で
、
フ
ー
コ
ー
自
身
の
生
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ら
ヘ
ー
ゲ
ル
に
至
る
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
観
念
論
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
豊
穣
さ
を
ひ
め
て
い
る
。

　
そ
の
際
、
フ
ー
コ
ー
や
デ
リ
ダ
が
ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
と

い
っ
た
先
行
世
代
の
ド
イ
ツ
の
思
想
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
も
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
。
総
じ
て
、
戦
後
の
ド
イ
ツ
に

お
い
て
は
、
ニ
ー
チ
ェ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
想
に
対
し
て
は
ナ
チ

ズ
ム
と
い
う
過
去
と
の
関
わ
り
で
警
戒
心
抜
き
に
継
承
し
に
く
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
と
比
べ
て
、
戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、

ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ナ
チ
ズ
ム
と
親
和
性
を
持
っ
て
い
た

こ
と
は
自
明
の
前
提
と
し
て
、
か
え
っ
て
魅
惑
的
な
敵
国
の
思
想

と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 

ド
イ
ツ
の
戦
後
思
想

　
と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
の
戦
後
に
お
い
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在

を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
存
在
と
時
間
』
が
未
完
に

お
わ
っ
た
あ
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
戦
中
に
は
じ
め
て
い
た
ニ
ー

チ
ェ
講
義
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
講
義
を
公
刊
す
る
と
と
も
に
、
技

術
論
、
言
語
論
な
ど
で
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
き
上
げ
て
い
っ

た
。
繰
り
返
し
ナ
チ
ス
時
代
の
態
度
を
問
わ
れ
つ
つ
も
、
日
本
で

発
想
に
馴
染
ん
で
い
っ
た
の
も
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら

だ
っ
た
。

　
一
方
、
一
見
政
治
か
ら
は
縁
遠
く
思
わ
れ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
対
す
る
関
心
も
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
高
ま
っ

て
い
っ
た
。
現
象
学
を
出
発
点
と
し
て
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ

ガ
ー
に
深
く
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
と
し
て
も

綴
ら
れ
た
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
大
著
『
全
体
性
と
無
限
』
や
『
存
在
の

彼
方
へ
』
に
見
ら
れ
る
「
他
者
」
の
思
想
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を

経
た
戦
後
世
界
の
「
倫
理
」
と
し
て
、
強
く
受
け
と
め
ら
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
思
想

へ
の
関
心
と
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
受
容
は
重
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
そ
の
他
、
フ
ロ
イ
ト
の
思
想
を
独
自
に
展
開
さ
せ
た
ジ
ャ
ッ

ク
・
ラ
カ
ン
の
『
エ
ク
リ
』、「
認
識
論
的
切
断
」「
徴
候
的
読
解
」

な
ど
、
マ
ル
ク
ス
研
究
に
認
識
論
的
な
視
点
を
持
ち
込
ん
だ
ル

イ
・
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
『
マ
ル
ク
ス
の
た
め
に
』、『
資
本
論

を
読
む
』、
さ
ら
に
は
「
作
者
の
死
」
を
唱
え
た
ロ
ラ
ン
・
バ
ル

ト
の
一
連
の
仕
事
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ガ
タ
リ
と
の
共
著
『
ア
ン

チ
・
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
』、『
千
の
プ
ラ
ト
ー
』
で
も
知
ら
れ
る
ジ

ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
、
じ
つ
に
広
範
な
哲
学
史
理
解
に
裏
打
ち
さ

れ
た
仕
事
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
戦
後
思
想
の
展
開
は
、
カ
ン
ト
か
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イ
ツ
に
お
い
て
も
同
様
だ
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
で
刊
行
さ
れ
た
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
の
記
念
碑
的
な

共
著
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
が
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く

一
九
九
〇
年
に
な
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
同
書
は
ド
イ
ツ
で
も

長
ら
く
幻
の
書
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
学
生

運
動
が
高
揚
す
る
一
九
六
〇
年
代
後
半
、
理
論
的
な
脚
光
を
あ
び

て
い
た
の
は
マ
ル
ク
ー
ゼ
だ
っ
た
。
広
告
産
業
が
ひ
と
び
と
の
生

活
の
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
、
ど
の
よ
う
な
批
判
の
余
地
も
あ
た

え
な
い
か
の
資
本
主
義
社
会
の
状
況
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ー
ゼ

は
「
大
い
な
る
拒
絶
」
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、『
啓
蒙
の
弁

証
法
』
は
も
と
よ
り
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
難
解
な
著
作
を
き
ち
ん
と

読
み
解
い
て
み
れ
ば
、
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
思
想
と
重
な
る
部
分
は
わ

ず
か
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
理
解
は
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
よ
り
も

特
異
な
言
語
思
想
を
軸
に
す
る
方
向
へ
と
転
換
し
て
ゆ
く
。
そ
れ

を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
一
九
九
五
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、

ち
く
ま
学
芸
文
庫
で
の
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
の
刊

行
だ
っ
た
。

　
同
時
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、『
希
望
の
原
理
』
を
は
じ
め

と
し
た
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
の
大
著
の
翻
訳
も
進
め
ら
れ
た
。

も
『
存
在
と
時
間
』
を
中
心
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
熱
心
に
読
ま
れ
て

き
た
。
そ
う
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
し
て
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い

て
は
っ
き
り
と
批
判
的
な
ス
タ
ン
ス
を
と
り
続
け
た
の
が
、
マ
ッ

ク
ス
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
テ
オ
ド
ー
ア
・
ア
ド
ル
ノ
に
代
表
さ

れ
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
ひ
と
び
と
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
ア

ド
ル
ノ
は
戦
後
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
人
気
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
よ
う

な
批
判
を
呈
し
つ
づ
け
た
。

　
私
が
大
学
に
入
学
し
た
一
九
八
〇
年
の
時
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
学
派
に
つ
い
て
は
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
マ
ル
ク
ー
ゼ
の
著
作
と

ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
著
作
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
に

は
必
ず
し
も
数
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
の
著
作
が
中
心
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
、

マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
強
い
親
和
性
の
も
と
で
理
解
さ
れ
て
い
た
。

一
部
の
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
は
、
新
左
翼

の
理
論
的
支
柱
で
あ
る
が
ゆ
え
に
尊
く
、
ま
た
他
の
ひ
と
び
と
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
悪
罵
の
対
象
だ
っ
た
。
い
ま
で
は
、

ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
の
先
駆
者
の
よ
う
な
位
置
を
あ
た
え
ら
れ
て
い

る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
で
さ
え
も
、
一
九
八
〇
年
前
後
ま
で
は
、「
戦
闘

的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
た
だ
し
、
そ
う
い
う
理
解
は
日
本
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
ド
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と
な
っ
た
。

　
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
ま
た
、
優
れ
た
論
争
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

学
問
的
な
も
の
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
継
続
さ
れ
た
社
会
シ

ス
テ
ム
論
の
代
表
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
と
の
論
争
が
重
要
で
あ

る
。
こ
の
論
争
を
も
糧
と
し
な
が
ら
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
の
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
シ
ス
テ
ム
論
を
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
理
論
』
の
中
心
部
に
持
ち
込
ん
だ
。

ま
た
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
「
歴
史
家
論
争
」
で
は
、
ナ
チ
ズ

ム
の
過
去
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
の
動
き
に
対

し
て
鋭
い
警
告
を
発
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
フ
ラ
ン
ス

の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
の
思
想
を
批
判
す
る
前
後
、
フ
ー
コ
ー
か
ら

共
同
討
議
の
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
と
の
関
連
で
い
う
と
、
二
〇
〇
三
年

に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
と
し
た
多
国
籍
軍
に
よ
る
イ

ラ
ク
へ
の
空
爆
を
受
け
て
、
そ
の
空
爆
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
生
を
も
と
め
る
声
明
が
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
デ

リ
ダ
の
共
同
署
名
の
も
と
で
発
せ
ら
れ
た
。

　
現
在
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
社
会
研
究
所
の
所
長
と
し
て
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
学
派
第
三
世
代
の
中
心
に
位
置
す
る
ア
ク
セ
ル
・
ホ

ネ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
に
学
び
つ
つ
も
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の

ジ
ョ
ル
ジ
・
ル
カ
ー
チ
の
盟
友
で
あ
り
な
が
ら
、
ル
カ
ー
チ
よ
り

も
遥
か
に
広
範
な
文
化
領
域
に
関
心
を
抱
き
つ
つ
、
マ
ル
ク
ス
主

義
者
と
し
て
生
涯
を
送
っ
た
ブ
ロ
ッ
ホ
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
、
ア
ド

ル
ノ
に
も
深
い
影
響
を
あ
た
え
た
。
亡
命
の
途
上
で
自
死
し
た
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
思
想
家
は
み
ん
な
ナ
チ
ス
時
代

の
亡
命
か
ら
帰
還
し
て
活
躍
し
た
。
思
想
に
と
っ
て
亡
命
と
は
な

に
か
と
い
う
大
き
な
問
い
も
そ
こ
に
は
控
え
て
い
る
。

　
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
先
行
世
代
が
こ
と
ご
と
く
ユ
ダ
ヤ
系

だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
少
年
時
代
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
が
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー

マ
ス
は
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
、
ア
ド
ル
ノ
ら
か
ら
学
び
な
が
ら
、
彼

ら
へ
の
批
判
も
組
み
込
む
形
で
大
著
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的

行
為
の
理
論
』
を
一
九
八
一
年
に
刊
行
し
た
。
ド
イ
ツ
の
戦
後
思

想
の
流
れ
の
な
か
で
、
や
は
り
こ
の
本
の
出
版
は
ひ
と
つ
の
画
期

と
な
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
そ
こ
で
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー

バ
ー
か
ら
ル
カ
ー
チ
を
経
て
ア
ド
ル
ノ
に
至
る
合
理
化
論
を
再
構

成
し
て
、
目
的
を
志
向
す
る
合
理
的
行
為
か
ら
了
解
を
志
向
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
を

描
い
た
。
以
来
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行

為
の
理
論
は
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
を
導
く
ひ
と
つ
の
柱
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る
フ
ロ
ム
の
思
想
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
意
外
で
も
あ
る
。

　
一
方
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
わ
た
っ
た
ハ

ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
、『
全
体
主
義
の
起
原
』
に
よ
っ
て
、
優

れ
た
政
治
学
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
で
は

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
や
「
全
体
主
義
」
と
い
う
概
念
自
体
を
学
問
的

に
は
大
雑
把
な
も
の
と
し
て
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
ナ
チ
ズ

ム
と
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
を
全
体
主
義
と
し
て
い
ち
早
く
批
判
し
た

ア
ー
レ
ン
ト
の
思
想
に
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
し
て
む
し
ろ
慧
眼

が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
人
間

の
条
件
』
な
ど
優
れ
た
著
作
を
刊
行
す
る
が
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
の

ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
に
も
と
づ
く
『
エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
』

の
出
版
に
よ
っ
て
彼
女
は
、
全
世
界
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
敵
に
ま
わ
し

た
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
批
判
の
嵐
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
ー
レ
ン
ト
を
主
人
公
と
す
る
映
画
の
公

開
、
ア
ー
レ
ン
ト
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
関
係
な
ど
、
い
ま
も
熱
い
議

論
が
続
い
て
い
る
。

　
生
前
の
ア
ー
レ
ン
ト
は
共
同
体
や
国
家
の
問
題
を
第
一
義

と
す
る
保
守
的
な
思
想
家
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
も
あ
っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
前
後
の
社
会
主
義
圏
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
ア
ー
レ
ン

ト
受
容
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
ま
で
は
ア
ー
レ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
行
為
の
根
底
に
あ
る
も
の
と
し
て
の
承

認
関
係
に
あ
ら
た
め
て
焦
点
を
お
い
て
、「
承
認
を
め
ぐ
る
闘
争
」

を
軸
と
し
た
社
会
哲
学
を
展
開
し
て
い
る
。

 

英
語
圏
で
の
戦
後
思
想
の
展
開

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
戦
後
思
想
の
な
か
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
亡
命
者
が
占
め
た
位
置
は
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
初
期
の

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
重
要
な
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
だ
っ
た

エ
ー
リ
ヒ
・
フ
ロ
ム
は
、
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
て
合
衆
国
へ
わ
た
っ

た
の
ち
、『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
で
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
後
も
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義
批
判
と
フ
ロ
イ
ト
の
精

神
分
析
を
統
合
し
た
独
自
の
社
会
心
理
学
の
立
場
か
ら
、『
人
間

に
お
け
る
自
由
』、『
精
神
分
析
と
宗
教
』、『
正
気
の
社
会
』、『
愛

す
る
と
い
う
こ
と
』
な
ど
、
多
く
の
著
作
を
刊
行
し
て
い
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
へ
移
住
し
て
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
と
出
会
っ
た
こ

と
も
重
要
で
あ
る
し
、
鈴
木
大
拙
の
禅
の
思
想
を
精
神
分
析
と
統

合
し
よ
う
と
試
み
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
か

ら
振
り
返
る
と
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
に
よ
る
反
共
思
想
が
吹
き
荒

れ
た
一
九
五
〇
年
代
の
合
衆
国
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
を
公
言
す
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社
会
主
義
圏
の
崩
壊
が
あ
い
だ
に
挟
ま
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
こ

の
二
つ
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
が
じ
つ
は
同
じ
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関

係
に
あ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
が
い
ま
で
は
重
要
で
は
な
い
か
、
と

思
え
る
。
つ
ま
り
、
ブ
ル
ー
ム
の
い
う
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン

ド
」
な
る
も
の
の
抱
え
て
い
る
危
う
さ
、
曖
昧
さ
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
フ
ク
ヤ
マ
の
勝
利
宣
言
が
そ
の
空
洞
を
埋
め
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
合
衆
国
の
政
治
思
想
の
領
域
で
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
論
争
が
継
続
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
淵
源
と
見
な
し
う
る
の
が
、
一
九
七
一
年
に
刊
行
さ
れ

た
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論
』
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
す

く
な
く
と
も
日
本
で
ロ
ー
ル
ズ
の
理
論
が
盛
ん
に
議
論
の
対
象

と
な
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
革
命
が
い
っ
さ
い
の
も
つ
れ
た

糸
を
両
断
す
る
万
能
の
鉈
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
た
節
が
あ
る
。

ア
ー
レ
ン
ト
も
ロ
ー
ル
ズ
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う
太
陽
が
沈

ん
だ
あ
と
に
、
は
じ
め
て
夜
空
に
浮
か
び
上
が
っ
た
星
々
と
い
っ

た
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
英
語
圏
に
お
け
る
こ
の
間
の
顕
著
な
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
か
つ

て
の
植
民
地
な
い
し
準
植
民
地
地
域
か
ら
の
出
身
者
が
、
か
つ
て

ン
ト
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
論
的
支
柱
の
よ
う
な

位
置
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
時
代
の
文
脈
に

よ
っ
て
思
想
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
れ
だ
け
異
な
っ
て
く
る
か
を
、

典
型
的
に
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
合
衆
国
へ
の
亡
命
知
識
人
の
移

動
が
も
た
ら
し
た
意
味
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ヒ
ュ
ー
ズ
『
大
変

貌

―
社
会
思
想
の
大
移
動
』
が
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
ア
ド

ル
ノ
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
共
同
研
究
『
権
威
主
義
的

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
ひ
と
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
そ
れ
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
培
わ
れ
て
き
た
社
会
理
論
と
合
衆
国
で
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
経
験
的
な
社
会
調
査
の
、
生
産
的
な
結
合
の
成
果
だ
っ
た
。

　
一
九
九
〇
年
前
後
の
合
衆
国
の
思
想
的
変
貌
を
知
る
う
え
で

は
、
二
冊
の
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
が
示
唆
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
八
七
年
に
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ア
ラ
ン
・
ブ
ル
ー
ム

の
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
マ
イ
ン
ド
の
終
焉
』
と
一
九
九
二
年
に
刊
行

さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
『
歴
史
の
終
わ
り
』
で
あ
る
。

前
者
で
は
、
ニ
ー
チ
ェ
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
流
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
健
全

な
ア
メ
リ
カ
の
教
養
世
界
を
蝕
ん
で
い
る
様
子
が
保
守
派
の
立
場

か
ら
描
か
れ
、
後
者
で
は
、
同
じ
く
保
守
派
の
立
場
か
ら
、
自
由

主
義
社
会
の
勝
利
宣
言
が
高
ら
か
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
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れ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
た
っ
て
膨
大
な
文
芸
批
評
を
書
き

継
い
で
い
る
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
も
、
父
方
、
母
方
と
も
祖

父
母
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
の
移
民
で
あ
り
、
自
分
は
そ
の
三
世

で
あ
る
、
と
い
う
意
識
を
強
固
に
抱
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
は
、
イ
ー
グ
ル
ト
ン
も
ま
た
フ
ァ
ノ
ン
以
来
の
系
譜
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
環
境
思
想
、
生
命
倫
理
、
平
和
学

　
近
代
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る

「
人
権
宣
言
」
さ
え
も
が
男
性
に
の
み
人
権
を
あ
た
え
て
い
る
こ

と
に
抗
議
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
が
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、

投
票
権
、
参
政
権
、
就
労
の
権
利
な
ど
法
的
な
権
利
の
獲
得
を
超

え
て
、
家
庭
か
ら
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の

場
で
男
女
の
平
等
を
も
と
め
る
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
と
り

わ
け
一
九
六
〇
年
代
に
至
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
の

運
動
が
世
界
規
模
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
理
論
的
に
は
マ
リ
ア
ロ
ー
ザ
・
ダ
ラ
・
コ
ス
タ
の
『
家
事
労
働

に
賃
金
を
』、
シ
ュ
ラ
ミ
ス
・
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ー
ン
の
『
性
の
弁

証
法
』
な
ど
が
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
の

の
宗
主
国
の
言
語
で
あ
る
英
語
で
、
そ
の
当
の
植
民
地
支
配
へ
の

批
判
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
潮
流
を
作
り
だ
す
、
と
い
う
傾
向
が

あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
旧
植
民
地
ジ
ャ
マ
イ
カ
出
身
の
ス

チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
わ
た
っ
て
、
カ
ル
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
大
き
な
潮

流
を
生
み
出
し
た
。
あ
る
い
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
パ
レ
ス
チ
ナ

人
と
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
に
生
ま
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
は
、

合
衆
国
に
わ
た
っ
て
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
を
著
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
お
よ
び
合
衆
国
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
ト
表
象
を
鋭
く
批
判

し
た
。
こ
の
流
れ
に
は
、
イ
ン
ド
出
身
の
ガ
ヤ
ト
リ
・
C
・
ス
ピ

ヴ
ァ
ク
、
同
じ
く
イ
ン
ド
出
身
の
ホ
ミ
・
K
・
バ
ー
バ
、
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
ト
リ
ン
・
T
・
ミ
ン
ハ
な
ど
、
い
く
つ
も
名
前
を
く
わ

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
う
い
う
流
れ
の
い
わ
ば
源
流
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、
フ
ラ

ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
と
い
え
る
。
フ
ァ
ノ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地

だ
っ
た
西
イ
ン
ド
諸
島
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン

ス
で
精
神
医
学
を
学
び
『
黒
い
皮
膚
・
白
い
仮
面
』
を
著
し
、
精

神
科
医
と
し
て
の
任
地
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
解
放
闘

争
に
参
加
し
、
そ
の
渦
中
で
死
去
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
生
ま
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し
た
『
成
長
の
限
界
』
は
、
現
在
の
ま
ま
の
人
口
増
加
が
続
け

ば
、
二
〇
年
で
石
油
資
源
が
枯
渇
し
、
環
境
破
壊
の
悪
化
も
と
も

な
っ
て
、
百
年
以
内
に
人
類
の
成
長
は
限
界
に
達
す
る
と
説
い
た
。

そ
れ
は
人
類
の
未
来
に
対
す
る
深
刻
な
警
鐘
と
受
け
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
各
国
は
原
子
力
発
電
の
開
発
に
向
か
う
こ
と
に
も

な
っ
た
が
、
一
九
八
六
年
に
生
じ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

は
、
原
発
と
い
う
選
択
肢
も
危
険
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
を
知
ら

し
め
た
。
当
時
、
ソ
連
邦
内
に
あ
っ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
の
事

故
は
、
社
会
主
義
政
権
下
で
の
環
境
汚
染
の
実
態
に
も
目
を
向
け

さ
せ
た
。
以
来
、
私
た
ち
の
社
会
は
、
核
戦
争
の
恐
怖
と
と
も
に
、

原
発
事
故
と
そ
の
余
波
と
い
う
日
常
的
な
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
の
事

故
は
、
私
た
ち
の
足
下
で
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
知
ら
し
め
た
。
世
界
の
先
陣
を
切
っ
て
原
発
と
核
兵

器
の
廃
絶
を
唱
え
る
べ
き
国
で
、
原
発
再
稼
動
に
向
け
て
着
々
と

事
態
が
進
展
し
て
い
る
か
の
現
状
は
、
ど
う
考
え
て
も
正
気
の
沙

汰
で
は
な
い
。

　
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
『
成
長
の
限
界
』
も
受
け
て
著
さ
れ
た
哲
学

者
ハ
ン
ス
・
ヨ
ナ
ス
の
『
責
任
と
い
う
原
理
』
は
、
石
油
な
ど
の

資
源
を
使
い
果
た
し
、
環
境
汚
染
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
る
、

運
動
は
そ
の
後
、
同
性
愛
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
解
放
と
も

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
女
ら
し
さ
、
男
ら
し
さ
な
ど
文
化
規
範
に

も
と
づ
く
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
い
な
お
し
が
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
追

求
さ
れ
、
人
間
の
解
放
を
考
え
る
う
え
で
は
、
階
級
、
民
族
に
く

わ
え
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
の
視
点
が
不
可
欠
な
も
の
と
承
認
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
批
評
に
お
い
て
も
、
多
く
の
女
性
研
究
者
が
登

場
し
、
そ
こ
に
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
組

み
込
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
一
〇
年
あ
ま
り
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
た
い
す
る
声
高
な
批

判
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
権
利
擁
護
に
た
い
す
る
批
判
と
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
側
が
自
分
の
ほ
う
こ
そ

を
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
感
じ
て
、
屈
折
し
た
不
満
と
怒
り
を
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
差
し
向
け
る
態
度
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
に

い
た
っ
て
い
る
か
を
、
戦
後
七
〇
年
の
歴
史
の
な
か
で
私
た
ち
は

冷
静
に
問
い
な
お
す
必
要
が
あ
る
に
せ
よ
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
切

り
拓
い
た
地
平
か
ら
け
っ
し
て
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
環
境
問
題
も
ま
た
、
戦
後
七
〇
年
の
な
か
で
深
刻
に
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
二
年
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
の
発
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ク
戦
争
も
、
事
態
の
根
本
的
な
解
決
に
は
ほ
ど
遠
く
、
テ
ロ
リ
ズ

ム
へ
の
恐
怖
を
か
え
っ
て
世
界
に
蔓
延
さ
せ
る
形
に
な
っ
た
。
こ

の
と
き
、
直
接
的
暴
力
に
対
し
て
、
植
民
地
支
配
や
南
北
格
差
が

孕
ん
で
い
る
構
造
的
暴
力
の
概
念
を
い
ち
早
く
提
示
し
て
き
た
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
思
想
家
ヨ
ハ
ン
・
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
の
「
平
和
学
」

の
主
張
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

細
見
　

和
之
　（
ほ
そ
み 

か
ず
ゆ
き
）

一
九
六
二
年
兵
庫
県
篠
山
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
人
間
科
学
、
大
阪
大
学
）。
現
在
、
大
阪

府
立
大
学
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
教
授
。
ド
イ
ツ
思
想
専
攻
、
詩
人
。

主
な
著
書
に
、『「
戦
後
」
の
思
想
』（
白
水
社
）、『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

学
派
』（
中
公
新
書
）、『
ア
ド
ル
ノ

―
非
同
一
性
の
哲
学
』（
講
談
社
）、

『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
／
他
者
性
』『
言
葉
と
記
憶
』『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
「
言

語
一
般
お
よ
び
人
間
の
言
語
に
つ
い
て
」
を
読
む
』（
以
上
、
岩
波
書
店
）、

『
ア
ド
ル
ノ
の
場
所
』『
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
社
会
科
』（
以
上
、
み
す

ず
書
房
）な
ど
。
主
な
訳
書
に
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
パ
サ
ー
ジ
ュ
論
』
全
五

巻（
共
訳
、
岩
波
現
代
文
庫
）、
ヨ
ー
ナ
ス
『
生
命
の
哲
学
』（
共
訳
、
法

政
大
学
出
版
局
）、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
救
済
の
星
』（
共
訳
、
み
す

ず
書
房
）な
ど
。
ま
た
、
詩
集
に
『
ホ
ッ
チ
キ
ス
』（
書
肆
山
田
）、『
家
族

の
午
後
』（
澪
標
）な
ど
。

未
来
世
代
へ
の
責
任
と
い
う
重
大
な
問
題
提
起
と
な
っ
た
。
こ
の

本
が
発
表
さ
れ
た
の
ち
に
生
じ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
、

ヨ
ナ
ス
の
主
張
の
切
実
さ
を
現
実
に
お
い
て
裏
書
き
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
え
る
。

　
ヨ
ナ
ス
は
同
時
に
、
脳
死
に
よ
る
臓
器
移
植
に
も
早
く
か
ら
反

対
の
論
陣
を
張
っ
て
い
た
が
、
彼
の
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
発
言
の

重
要
性
も
二
一
世
紀
に
な
っ
て
よ
う
や
く
光
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
八
年
ご
ろ
書
か
れ
た
ア
ー
レ
ン

ト
の
『
人
間
の
条
件
』
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
は
、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク

ス
リ
ー
が
一
九
三
二
年
に
発
表
し
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
『
す
ば

ら
し
い
新
世
界
』
を
踏
ま
え
て
、
試
験
管
ベ
イ
ビ
ー
の
話
題
が
登

場
す
る
が
、
そ
れ
が
真
実
味
を
帯
び
て
き
た
の
が
二
〇
世
紀
の
後

半
で
あ
る
。
以
来
、
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
そ
れ
ま
で
人

類
が
直
面
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
新
た
な
問
い
を
投
げ
か
け
て
い

る
。

　
最
後
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
と
し
た
世
界
秩
序
は
、

二
〇
世
紀
の
後
半
か
ら
宗
教
的
原
理
主
義
と
の
対
決
を
課
題
と
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
一
世
紀
の
幕
明
け
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
な
ど
へ
の
旅
客
機
の
激
突
は
、
象

徴
的
な
出
来
事
と
な
っ
た
。
そ
れ
へ
の
報
復
と
し
て
生
じ
た
イ
ラ
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出版社  ISBN（978） 書名 著者名 本体
価格 刊行

大月書店 ― マルクス＝エンゲルス全
集（online版）

カール・マルクス、フリー
ドリヒ・エンゲルス

年間会費
12000

人文書院 ― 弁証法的理性批判Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ

ジャン＝ポール・サルトル ― 1962-
1973

みすず書房 4622019336
4622019343

知覚の現象学〈1〉〈2〉 モーリス・メルロー＝ポン
ティ

4800-
5400

1980-
1981

新潮社 4105067014 言葉と物 ミシェル・フーコー 4500 1974

法政大学出
版局

4588010002 エクリチュールと差異 ジャック・デリダ 5600 2013

国文社 4772001014 全体性と無限 エマニュエル・レヴィナス 4800 1989

岩波文庫 4003369210 啓蒙の弁証法 マックス・ホルクハイマー、
テオドール・アドルノ

1260 2007

ちくま学芸
文庫

4480082169 ベンヤミン・コレクショ
ン1

ヴァルター・ベンヤミン 1500 1995

白水社iクラ
シックス

― 希望の原理 全6巻 エルンスト・ブロッホ 3800-
4300

2012-
2013

未來社 ― コミュニケイション的行
為の理論 全3巻

ユルゲン・ハーバーマス 各
4800

1985-
1987

社会思想社 4390600477 正気の社会 エーリッヒ・フロム ― 1958

みすず書房 ― 全体主義の起原 ハンナ・アーレント 4500-
4800

1972-
1974

みすず書房 4622049661 大変貌 スチュアート・ヒューズ 4300 1999

みすず書房 4622018612 アメリカン・マインドの
終焉

アラン・ブルーム 4000 1988

三笠書房 4837956563 
4837956570

歴史の終わり 全2巻 フランシス・フクヤマ 各
2100

2005

紀伊國屋書
店

4314010740 正義論 ジョン・ロールズ 7500 2010

平凡社ライ
ブラリー

4582760118 
4582760125

オリエンタリズム（上）、
（下）

エドワード・サイード 各
1553

1993

みすず書房 4622050285 黒い皮膚・白い仮面 フランツ・ファノン 3400 1998

インパクト
出版会

4755400056 家事労働に賃金を マリアローザ・ダラ・コス
タ

2000 1986

評論社 4566052048 性の弁証法 シュラミス・ファイアス
トーン

― 1972

ダイヤモン
ド社

4478871058 成長の限界　人類の選択 ドゥネラ・H・メドゥズほ
か

2400 2005

東信堂 4887139992 責任という原理 ハンス・ヨナス 4800 2010

体験的読書案内―世界の戦後70年に際して・ブックガイド

＊は、品切れの可能性があります。

＊

＊

＊

＊

＊

＊
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人
文
社
会
系
の
専
門
書
出
版
社
に
と
っ
て
、
大
学
図
書
館
は
研

究
者
・
学
生
へ
書
籍
を
提
供
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
出
版
事

業
を
継
続
し
て
い
く
う
え
で
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
。
と
り
わ
け

昨
今
の
「
出
版
不
況
」
に
お
い
て
、
学
術
書
の
販
売
部
数
が
減
少

し
て
い
く
な
か
で
は
出
版
社
が
大
学
図
書
館
を
意
識
す
る
局
面
が

ま
す
ま
す
増
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
背
景
に
、
人
文
会
は
二
〇
一
四
年

十
一
月
七
日
に
行
わ
れ
た
図
書
館
総
合
展
で
「
専
門
書
出
版
社
と

図
書
館
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

新
刊
販
売
部
数
、
図
書
館
の
所
蔵
、
利
用
の
状
況
、
お
互
い
の
要

望
な
ど
を
端
緒
に
、
四
名
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト	

加
藤
信
哉（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
副
館
長
）

	

田
村
俊
作（
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

	

江
草
貞
治（
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長
）

司
会	

持
谷
寿
夫（
み
す
ず
書
房
代
表
取
締
役
社
長
）

報
告 

①
｜ 

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
お
け
る

 

新
刊
学
術
書
の
収
集
に
つ
い
て（
加
藤
信
哉
）

　
筑
波
大
学
図
書
館
は
一
九
七
三
年
の
筑
波
大
学
開
学
と
同
時
に

設
置
さ
れ
た
図
書
館
で
あ
る
。
開
か
れ
た
大
学
図
書
館
と
し
て
地

域
社
会
及
び
国
内
外
の
研
究
・
教
育
機
関
と
連
携
し
、
学
習
、
教

育
、
研
究
活
動
の
支
援
に
不
可
欠
な
学
術
情
報
基
盤
と
し
て
の
機

能
を
担
う
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
中
央
図
書
館
と
四
つ
の

専
門
図
書
館（
体
育
・
芸
術
図
書
館
、
医
学
図
書
館
、
図
書
館
情
報
学
図
書

館
、
大
塚
図
書
館
）
が
一
元
的
な
管
理
体
制
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い

る
。
資
料
の
集
中
管
理
と
全
面
開
架
方
式
の
採
用
、
平
日
の
夜
間

開
館
や
土
・
日
・
祝
日
の
開
館
、
充
実
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　
蔵
書
数
は
図
書
が
二
五
九
万
冊
、
雑
誌
が
三
万
二
〇
〇
タ
イ
ト

ル
。
そ
の
ほ
か
に
文
部
省
発
行
錦
絵
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
文
庫
、
ベ
ッ

図
書
館
に
と
っ
て
専
門
書
と
は
な
に
か
？
―
知
の
再
生
産
を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め
に 

｜
図
書
館
レ
ポ
ー
ト
｜
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ソ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
図
書
）、
昌
平
坂
学
問
所
関

係
資
料
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
。
電
子
的
資
料
と
し

て
は
、
こ
の
貴
重
書
の
電
子
化
の
ほ
か
に
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

二
万
五
四
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
電
子
書
籍
二
万
一
九
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
八
〇
種
が
あ
る
。

　
蔵
書
に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、
第
一
に
図
書
購
入
冊
数
の
減

少
、
特
に
洋
書
と
研
究
費
に
よ
る
購
入
冊
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
用
図

書
の
整
備
が
あ
る
。
た
と
え
ば
英
語
の
多
読
用
資
料
や
試
験
問
題

や
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
の
資
料
な
ど
が
ま
だ
未
整
備
で
あ
る
。

第
三
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
電
子
的
資
料
の
整
備
と
予
算
の
確

保（
そ
れ
も
億
単
位
）
の
必
要
性
で
あ
る
。
第
四
に
図
書
の
収
容
ス

ペ
ー
ス
問
題
で
あ
る
。
第
五
に
冊
子
体
資
料
と
電
子
的
資
料
が
混

在
す
る
中
で
の
情
報
の
発
見
と
入
手
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
整
備
で
あ
る
。

　
次
に
予
算
、
収
書
、
利
用
に
つ
い
て
。
二
〇
一
四（
平
成
二
六
）

年
度
の
図
書
館
予
算
は
約
六
億
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
資
料
購

入
費
が
約
四
億
六
〇
〇
〇
万
円
。
こ
の
部
分
を
図
書
購
入
費
、
製

本
費
、
雑
誌
購
入
費
、
電
子
的
資
料
購
入
費
と
分
け
て
お
り
、
電

子
的
資
料
購
入
費
、
つ
ま
り
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
整
備
す
る
の
に
三
億
六
三
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
資
料
購
入
費
の
う
ち
過
半
は
電
子
的
資
料
の
購
入
費

に
充
て
て
い
る
の
で
あ
る（
図
表
1
）。

　
購
入
す
る
図
書
を
、「
教
育
・
研
究
学
術
図
書
」、「
人
文
社
会

系
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、「
研
究
用
叢
書
」、「
参
考
図
書
」
の
四
つ

に
分
類
し
て
い
る
。「
人
文
社
会
系
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
は
約

九
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
万
を
用
意
し
て
お
り
五
〇
万
、一
〇
〇
万
程

度
の
高
額
な
も
の
を
買
う
予
算
で
あ
る
。

　
自
ら
選
書
す
る
図
書
で
あ
る
「
教
育
・
研
究
学
術
図
書
」
を
さ

ら
に
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
新
刊
学
術
図
書
、
教
育
用
図
書
、

学
生
希
望
図
書
で
あ
る
。
教
育
用
図
書
と
は
シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
授
業
に
関
す
る
も
の
、
学
生
希
望
図
書
は
学
生
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
な
の
で
、
実
際
に
和
書
学
術
書
を
買
う
た
め
の
予
算

は
新
刊
学
術
書
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
年
以
内
の
新
刊
の
な

か
か
ら
図
書
館
員
が
選
ん
で
い
る
。
文
学
作
品
、
児
童
書
、
実
用

書
、
高
校
生
以
下
を
対
象
に
し
た
図
書
は
収
書
範
囲
か
ら
外
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
四
年
ほ
ど
の
新
刊
学
術
書
の
購
入
の
推
移
を
み
る
と
、
冊

数
で
は
毎
年
六
〇
〇
〇
冊
、
金
額
で
は
二
七
〇
〇
〜
二
八
〇
〇
万

を
購
入
し
て
い
る（
図
表
2
）。
和
書
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
冊
、
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電子的資料購入費

図表 1　図書購入費決算の推移―平成 21（2009）年度～平成 25（2013）年度
（千円）
500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

雑誌購入費 製本費 図書購入費

平成 23年度平成 22年度平成 21年度 平成 24年度 平成 25年度

和書

図表 2　和書と新刊学術図書の整備状況の推移―平成 21（2009）年度～平成 25（2013）年度
（冊）
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2,000

0

新刊学術図書

平成
23年度

平成
22年度

平成
21年度
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平成
25年度

（千円）
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0
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六
〇
〇
〇
万
円
で
推
移
し
て
い
る
か
ら
、
か
な
り
の
割
合
で
新
刊

図
書
に
よ
る
整
備
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
刊
学
術
和

書
の
予
算
は
き
ち
ん
と
確
保
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
貸
出
は
残
念
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。
和
書
全
体
で
は
ト
ー
タ

ル
で
は
二
〇
〇
九（
平
成
二
一
）
年
度
の
三
九
万
八
五
一
七
冊
か
ら

二
〇
一
三（
平
成
二
五
）
年
度
の
三
〇
万
九
四
五
八
冊
に
。
新
刊
学

術
書
は
二
〇
〇
九（
平
成
二
一
）
年
度
の
十
二
万
冊
か
ら
二
〇
一
二

（
平
成
二
四
）年
度
の
一
〇
万
冊
に
な
っ
て
い
る
。

報
告 

②
｜ 

慶
應
義
塾
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

 

和
書
の
収
集
と
利
用（
田
村
俊
作
）

　
慶
應
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
六
キ
ャ
ン
パ
ス（
三
田
、

日
吉
、
信
濃
町
、
理
工
学
、
湘
南
藤
沢
、
芝
共
立
）
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
本
部
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
選
書
を
す
る
が
、
受
入
か
ら

整
理
ま
で
は
集
中
処
理
に
よ
っ
て
無
駄
を
省
く
と
い
う
「
分
散
と

協
調
」
が
運
営
の
基
本
に
あ
る
。

　
予
算
に
つ
い
て
基
本
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
集
中
管
理
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
三
田
と
日
吉
に

の
み
学
部
が
選
書
す
る
「
研
究
室
図
書
予
算
」
が
あ
り
、
学
部
が

選
書
権
を
持
っ
て
い
る
。

　
年
間
の
図
書
関
係
予
算
は
十
六
億
七
六
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ

れ
が
図
書
支
出
と
図
書
資
料
費
に
分
か
れ
て
お
り
、
図
書
資
料

費
が
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
支
出
と
な
る
。
図
書
支
出（
印

刷
本
）
が
七
億
八
〇
〇
〇
万
に
対
し
て
図
書
資
料
費（
デ
ジ
タ
ル
）
が

八
億
九
〇
〇
〇
万
円
と
、
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
の
購
入
費
が
印
刷
本

の
購
入
費
を
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
一
層
増
え
て
い
く
と
予
想
さ

れ
る
。
私
立
大
学
会
計
基
準
か
ら
い
う
と
、
印
刷
本
は
資
産
に
な

る
が
デ
ジ
タ
ル
は
資
産
に
な
ら
な
い
の
で
、
図
書
支
出
が
減
っ
て

図
書
資
料
費
が
増
え
る
こ
と
は
財
務
的
に
は
大
学
の
資
産
を
減
ら

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
慶
應
の
財
務
部
門
の
理
解
は
得
て
い
る

が
、
私
立
大
学
全
体
に
係
わ
る
問
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
図
書
費
の
変
遷
を
費
目
別
に
み
る
と（
図
表
3
）、
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
支
出
が
増
え
て
い
る
い
っ
ぽ
う
で
、
図
書
支
出
が
下
降
し

て
い
る
。
た
だ
そ
れ
で
も
四
億
円
規
模
の
予
算
が
あ
る
の
で
和
書

学
術
書
が
買
え
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
資
料
媒
体
別
の
予
算
比
率
を
み
れ
ば
大
き
く
減
っ
て
い

る
の
は
雑
誌
な
の
で
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
っ
て
減
少
し
た

の
は
、
慶
應
で
み
る
と
紙
媒
体
の
雑
誌
で
あ
り
、
和
図
書
は
徐
々
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図書

図表 3　図書費の変遷（2000年～2013年）
（千円）
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図表 4　資料媒体別の予算比率（全学）
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に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
な
お
従
来
の
水
準
は
保
っ
て
い
る
と
言

え
る（
図
表
4
）。

　
選
書
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ご
と
に
異
な
る
。
三
田
の
場
合

は
学
術
系
出
版
社
三
六
社
の
出
版
す
る
も
の
は
原
則
と
し
て
全
点

購
入
し
、
人
文
会
加
盟
出
版
社
の
出
版
物
は
ほ
ぼ
す
べ
て
購
入
し

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
D
M
や
『
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
出
版
情
報
』

か
ら
選
書
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
日
吉
は
主
に
『
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー

出
版
情
報
』
で
「
一
般
向
け
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
か
ら
選

書
を
し
て
い
る
。

　
地
区
に
よ
っ
て
収
書
方
針
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
和
図
書
収

書
の
中
心
は
学
術
出
版
社
の
出
版
物
で
あ
り
、
三
田
を
中
心
に
主

な
人
文
・
社
会
科
学
系
学
術
出
版
社
の
出
版
物
は
ほ
ぼ
全
点
収
書

し
て
い
る
。

報
告 

③
｜ 

有
斐
閣
に
お
け
る
学
術
書
の
刊
行
状
況（
江
草
貞
治
）

　
有
斐
閣
は
、
法
律
、
政
治
、
経
済
、
経
営
、
社
会
、
心
理
、
教

育
、
福
祉
な
ど
の
各
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
物
を
年
間
二
〇
〇
点
ほ
ど

刊
行
し
て
い
る
。
学
術
書
・
専
門
書
の
ほ
か
に
い
わ
ゆ
る
テ
キ
ス

ト
が
刊
行
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
、
学
術
書
対
テ

キ
ス
ト
で
三
対
七
と
な
る
。

　
今
回
は
小
社
刊
行
書
籍
の
大
学
図
書
館
所
蔵
状
況
を
調
べ
て
み

た
。

　
例
え
ば
大
沢
真
理
先
生
の
『
生
活
保
障
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
の
大

学
図
書
館
の
購
入
状
況
をC

iN
ii

で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
所
蔵
館

が
一
六
二
館
と
表
記
さ
れ
た
。

　
こ
の
積
み
上
げ
グ
ラ
フ（
図
表
5
）
は
、
た
と
え
ば
有
斐
閣
の

二
〇
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
で
図
書
館
が
購
入
し
て
い
な
い
書

籍
が
二
ア
イ
テ
ム
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
三

年
刊
の
大
澤
先
生
の
本
は
一
六
二
館
所
蔵
し
て
い
る
の
で
一
〇
一

〜
二
〇
〇
館
の
一
二
三
ア
イ
テ
ム
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

最
大
二
〇
〇
館
が
購
入
し
た
本
が
二
〇
一
三
年
刊
の
も
の
で
は

一
二
三
ア
イ
テ
ム
あ
る
。
一
〇
〇
館
購
入
し
た
本
が
一
三
〇
ア
イ

テ
ム
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
お
わ
か
り
の
通
り
年
間
三
〇
〇
ア
イ
テ
ム
以
上
購
入
し
て
く
れ

る
図
書
館
が
漸
減
傾
向
で
あ
る
。
逆
に
年
間
一
〇
〇
ア
イ
テ
ム
あ

た
り
の
層
が
増
え
て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

　
次
の
グ
ラ
フ
で
は
の
べ
購
入
館
数
を
出
し
て
み
た（
図
表
6
）。

二
〇
〇
五
年
に
比
べ
て
二
〇
一
三
年
の
購
入
は
お
よ
そ
五
割
五
分
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0館

図表 5　CiNiiでみた大学図書館購入状況（％）
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ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。C

iN
ii

の
収
蔵
館
全
体
で
み
る
と
、
残

念
な
が
ら
右
肩
下
が
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
筑
波
大
学
や
慶
応
義
塾
大
学
は
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
で
安
心
し
て
い
る
が
、
し
か
し
ト
ー
タ
ル
で
見
る
と
こ
の

よ
う
に
有
斐
閣
の
書
籍
の
図
書
館
購
入
数
は
漸
減
傾
向
に
あ
り
、

利
用
者
が
弊
社
の
本
に
出
会
え
て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
気

に
な
る
。

報
告 

④
｜ 

人
文
会
会
員
社
の
大
学
図
書
館
所
蔵
状
況（
持
谷
寿
夫
）

　
人
文
会
所
属
の
二
〇
社
の
う
ち
一
七
社
の
新
刊
を
、
ど
れ
だ
け

の
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
てC

iN
ii

を
使
っ
て
調

べ
て
み
た
。
対
象
は
二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
三
月
刊

行
の
単
行
本
二
九
三
八
タ
イ
ト
ル
、
文
庫
・
新
書
は
除
く
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
平
均
で
一
タ
イ
ト
ル
ご
と
の
図
書
館
所
蔵
数
は

一
〇
六
館
、
つ
ま
り
一
タ
イ
ト
ル
を
一
〇
六
館
が
購
入
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
タ
イ
ト
ル
ご
と
の
、
一
般
の
読
者
な
ど
も
含
め

た
全
販
売
部
数
の
う
ち
図
書
館
販
売
シ
ェ
ア
は
平
均
で
一
一
％
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
人
文
会
出
版
社
と
い
っ
て
も
学
術
系
の
出
版

を
主
と
す
る
出
版
社
と
教
養
書
系
の
出
版
を
主
と
す
る
出
版
社
の

二
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
み
た
と
き
に
、
比
較
的
館
購
入
率
が
高
い

と
思
わ
れ
る
学
術
系
出
版
社
群
の
図
書
館
購
入
シ
ェ
ア
は
一
五
％

で
あ
っ
た
。

　
価
格
帯
別
の
所
蔵
状
況（
図
表
7
）
を
み
る
と
、
ま
ず
は
価
格
に

関
係
な
く
一
〇
〇
冊
強
を
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
高
額
な
書
籍
は
必
然
的
に
発
行
部
数
が
少
な
い
、
販
売
数
が

少
な
い
の
で
、
図
書
館
販
売
シ
ェ
ア
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
わ
か
る
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
以
上
、
実
証
的
な
デ
ー
タ
を
ふ
ま
え
た
四
報
告
を
経
て
、
持
谷

氏
の
司
会
で
討
論
は
始
ま
っ
た
。
論
点
は
多
岐
に
亘
っ
た
が
こ
こ

で
は
簡
単
に
「
選
書
」
と
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
つ
い
て
の
議
論
を

紹
介
し
て
お
く
。

　
ま
ず
は
「
選
書
」
に
つ
い
て
。
大
学
図
書
館
運
営
に
お
い
て

「
貸
出
」
と
い
う
の
は
ど
の
程
度
重
要
視
さ
れ
る
の
か
。
貸
出
数

が
多
い
／
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
実
際
の
図
書
館
の
選
書
に
反
映
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さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
持
谷
氏
の
質
問
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
こ
の
質
問
に
た
い
し
て
、
加
藤
氏
は
「
人
文
社
会
系
の
著
者
の

場
合
、
図
書
館
に
い
け
ば
そ
の
分
野
の
関
連
す
る
書
籍
を
網
羅
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
貸
出
と
い
う
の
は

利
用
の
一
面
で
し
か
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
田
村
氏
は
「
研
究
用
と
教
育
用
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
」
と
の

前
置
き
を
し
た
う
え
で
、「
教
育
用
の
場
合
に
は
基
本
的
に
は
貸

出
数
を
参
考
に
し
て
よ
い
。
利
用
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
学
生
が

よ
く
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、

研
究
用
図
書
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
み
る
と
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

研
究
用
の
図
書
と
い
う
の
は
数
字
に
表
れ
て
く
る
「
貸
出
」
と
は

別
の
観
点
で
揃
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　
貸
出
数
は
一
つ
の
参
考
値
で
は
あ
る
が
、
大
学
図
書
館
の
選
書

に
お
い
て
、
と
く
に
高
度
な
学
術
書
の
選
書
に
お
い
て
は
必
ず
し

も
最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解

を
示
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
選
書
基
準
に
つ
い
て
田
村
氏
に
よ
る
亜
細
亜
大
学
図

書
館
の
事
例
紹
介
が
あ
っ
た
。
亜
細
亜
大
学
図
書
館
で
は
一
〇
年

前
か
ら
選
書
基
準
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
日
会
場
に
参
加
し
て
い

価格に関係なく
100冊強を所蔵

図表 7　価格帯別の所蔵状況

 ～1,000 16 44 1.9%
 1,000～ 506 83 2.4%
 2,000～ 1,007 104 5.5%
 3,000～ 667 126 9.8%
 4,000～ 261 117 13.2%
 5,000～ 113 111 14.3%
 6,000～ 114 118 16.4%
 7,000～ 67 106 16.9%
 8,000～ 37 110 18.8%
 9,000～ 37 92 17.9%
 10,000～ 82 81 16.2%
 20,000～ 20 151 18.7%
 30,000～ 5 120 27.9%
 40,000～ 1 34 33.3%
 80,000～ 1 42 25.9%

価格帯 タイトル数 平均所蔵館数 シェア

高い本ほど
図書館シェアが
高まる
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た
同
図
書
館
選
書
担
当
者
の
発
言
と
ス
ラ
イ
ド
か
ら
、
同
大
学

図
書
館
の
選
書
方
法
の
精
緻
さ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
同
図
書
館
の
選
書
に
つ
い
て
は
次
号
の
人
文
会
ニ
ュ
ー
ス
に
寄
稿
し
て
い
た

だ
く
）。

　
つ
い
で
議
論
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
移
っ
た
。

　
学
術
情
報
の
電
子
化
は
も
は
や
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
大
学

図
書
館
と
出
版
社
が
こ
の
電
子
環
境
下
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
ど
の
よ

う
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
図
書
館
へ
は
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
の
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
が
提
案
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
電
子
環
境
下
で
の
図
書
館
蔵
書
構
成
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
持
谷
氏
の
以
上
の
問
題
意
識
に
つ

い
て
、
ま
ず
加
藤
氏
が
、「
現
段
階
で
は
日
本
の
電
子
的
資
料
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
買
う
よ
う
な
も
の
が
な
い
」
も
の
の
、「
多

様
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
出
て
く
る
の
は
ひ
と
つ
の
突
破
口
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
発
言
。

　
田
村
氏
は
、「
将
来
的
に
電
子
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
の
は
明
白

で
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
紙
が
電
子
に
移
行
す
る
の
か
が

問
題
」
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
「
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
を
考
え
た

ら
印
刷
本
は
も
う
こ
れ
以
上
増
や
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
電
子
に
移

行
す
る
と
い
う
の
は
物
理
的
制
約
か
ら
も
必
然
で
あ
る
」
と
。

　
そ
し
て
、
田
村
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
単
に
資
料
を
提

供
す
る
機
関
で
あ
る
、
と
い
う
程
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
い
て
は
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
指
摘
す
る
。「
図
書
館
は
大
学
の
知

の
イ
ン
フ
ラ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
な
場
所
で
な
く
て
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
下
で
情
報
の
共
有
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
中
で
、
学
内
に
お
け
る
学
術
情
報
を
ど
の
よ
う
に
共

有
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
い
る
の
は
、
図
書
館
の
ほ
か
に
な
い

か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
出
版
社
側
か
ら
江
草
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
紙

と
デ
ジ
タ
ル
の
図
書
資
料
が
併
存
し
て
い
く
形
に
な
る
」
と
し
た

う
え
で
、「
本
と
本
が
ど
う
い
う
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
紙
と
デ
ジ
タ
ル
が
横
断
的
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
や
、
本
を
発
見
し
て

い
く
た
め
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
我
々
も
協
力
し

て
ゆ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

﹇
文
責
・
橋
元
博
樹（
東
京
大
学
出
版
会
）﹈
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た
い
が
い
の
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
あ
り
ふ
れ
た
息
の
長
い
洋
菓
子
商
品
に
山
崎
製
パ
ン
の
「
ま
る
ご

と
バ
ナ
ナ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
に
想
を
え
た
の
か
と
お
も
っ
て
い
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と

し
た
フ
ラ
ン
ス
菓
子
の
オ
ム
レ
ッ
ト
と
い
う
も
の
の
系
譜
に
あ
る
よ
う
で
、
あ
ふ
れ
そ
う
な
ホ
イ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
と
バ
ナ
ナ
一
本
を
柔
ら
か
な
ス
ポ
ン
ジ
生
地
で
く
る
ん
だ
も
の
を
セ
ロ
フ
ァ
ン
で
包
み
、
下
部
を
熱

処
理
で
圧
着
し
左
右
を
絞
っ
て
開
封
式
の
テ
ー
プ
で
閉
じ
た
形
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
、
ど
う
せ
タ
マ
ネ
ギ
や

ト
ー
フ
や
豚
肉
な
ど
と
一
緒
に
買
い
物
袋
に
入
れ
ら
れ
て
買
わ
れ
て
ゆ
き
ま
す
か
ら
、
家
に
帰
り
着
い
た
と

き
に
は
少
し
歪
ん
だ
り
は
み
出
し
た
ク
リ
ー
ム
が
セ
ロ
フ
ァ
ン
に
べ
っ
と
り
付
い
た
り
も
し
て
い
る
そ
れ
を
、

テ
ー
プ
を
と
り
は
ず
し
閉
じ
ら
れ
た
セ
ロ
フ
ァ
ン
を
押
し
拡
げ
く
っ
つ
い
た
ク
リ
ー
ム
を
意
地
汚
く
余
さ
ず

拭
い
取
っ
て
本
体
を
眼
下
に
収
め
た
と
き
「
ま
る
ご
と
」
へ
の
期
待
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
一
度
に
は
口
に
入

れ
ら
れ
な
い
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
い
く
つ
か
に
切
り
分
け
な
が
ら
平
ら
げ
終
え
た
と
き
の
た
っ
ぷ
り
し
た
満

足
感
、
早
く
食
べ
ち
ゃ
い
た
い
か
ら
も
う
食
べ
ち
ゃ
っ
た
の
か
ま
で
の
至
福
の
時
間
こ
そ
が
、
じ
つ
は
全
集

と
い
う
も
の
に
流
れ
て
い
る
時
間
で
も
あ
る
の
で
す
、
全
集
は
い
か
め
し
く
ス
ベ
テ
ヲ
ア
ツ
ム
と
読
み
下
す

晶
文
社
の「
ま
る
ご
と
ヨ
シ
モ
ト
」 

間
宮
　

幹
彦 

（『
吉
本
隆
明
全
集
』
編
集
者
）

｜
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ
❺
｜
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の
が
正
し
い
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
あ
っ
さ
り
「
ま
る
ご
と
」
と
い
っ
て
し
ま
う
ほ
う
が
そ
こ
へ
と
誘
う

欲
望
を
言
い
当
て
る
呼
び
方
だ
と
い
い
た
く
も
あ
り
ま
す
、『
吉
本
隆
明
全
集
』
は
「
ま
る
ご
と
ヨ
シ
モ
ト
」

だ
と
い
う
わ
け
で
す
、「
ま
る
バ
ナ
」
話
を
枕
に
ふ
っ
た
の
は
バ
ナ
ナ
と
ヨ
シ
モ
ト
が
あ
る
と
き
不
意
に
エ

レ
キ
テ
ル
な
名
称
連
合
を
果
た
し
た
よ
し
み
で
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
著
者
の
書
く
行
為
の
中
心

に
「
ま
る
ご
と
」
が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
、
は
か
ら
ず
も
『
言
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
』
を
書
き
始
め

る
頃
合
い
に
あ
る
と
こ
ろ
で
そ
の
理
念
の
所
在
を
「
ま
る
ご
と

0

0

0

0

」
と
傍
点
ふ
っ
て
指
し
示
し
て
さ
え
い
る
く

ら
い
で
す
、
嘘
だ
と
思
う
ん
な
ら
探
し
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
、
で
は
全
集
の
「
ま
る
ご
と
」
と
は
何
で

し
ょ
う
、
第
一
義
に
そ
れ
が
か
た
よ
ら
な
い
す
べ
て
の
量
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
す
、
文

章
は
ふ
つ
う
上
か
ら
下
へ
上
か
ら
下
へ
と
い
う
運
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
右
か
ら
左
へ
移
ろ
っ
て
ゆ
き
、
そ

れ
が
書
く
行
為
を
な
ぞ
る
よ
う
な
読
む
行
為
で
あ
り
視
覚
の
移
動
と
ひ
と
ま
と
ま
り
の
区
切
り
と
所
持
や
値

段
の
便
宜
が
ペ
ー
ジ
や
画
面
や
そ
の
数
量
を
限
定
し
て
本
の
時
間
の
流
れ
と
空
間
の
拡
が
り
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
が
、
全
集
を
構
成
す
る
時
間
と
空
間
も
一
冊
に
は
収
ま
り
き
ら
ず
に
複
数
の
お
お
む
ね
か
な
り
の
数
の

巻
を
な
し
て
、
著
作
の
書
か
れ
発
表
さ
れ
た
時
間
の
順
序
と
書
か
れ
た
文
章
の
性
格
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ル
や
分

類
に
よ
っ
て
振
り
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
、
ど
の
よ
う
な
全
集
も
こ
の
二
つ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
あ
た
か
も
著
者
の
言
語
表
現
論
の
基
軸
で
あ
る
自
己
表
出
と
指
示
表
出
に
そ
れ
は

対
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
著
作
集
は
明
ら
か
に
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る
空
間

的
な
分
類
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
ま
る
ご
と
ヨ
シ
モ
ト
」
の
場
合
は
時
間
軸
に
力
点
を
置
い

た
構
成
を
と
っ
て
い
ま
す
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
長
編
も
の
と
短
い
エ
ッ
セ
イ
の
類
い
も
な
る
べ
く
区
分
せ
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ず
に
時
系
列
に
配
置
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
ヨ
シ
モ
ト
と
い
う
著
者
の
「
ま
る
ご
と
」
は
そ

う
い
う
軸
足
で
構
成
す
る
こ
と
が
よ
り
「
ま
る
ご
と
」
ら
し
く
実
現
で
き
る
と
い
う
か
ん
が
え
に
も
と
づ
い

て
い
ま
す
、
著
者
の
「
ま
る
ご
と
」
を
形
作
っ
て
ゆ
く
運
動
が
読
む
と
き
に
よ
り
よ
く
追
体
験
で
き
る
よ
う

に
構
成
す
る
の
に
そ
れ
が
一
番
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
か
ん
が
え
で
す
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
は
著
者
の
書
く
も

の
自
体
か
ら
う
な
が
さ
れ
て
と
ら
れ
た
形
式
だ
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
確
な
の
で
す
、
恐
ろ
し
く
長
い
時
間
を

か
け
て
書
き
つ
が
れ
た
も
の
や
重
複
併
行
し
て
書
か
れ
た
も
の
や
そ
れ
ら
の
間
を
縫
っ
て
休
み
な
く
数
多
く

書
か
れ
た
も
の
が
同
在
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
巻
の
順
序
が
そ
の
ま
ま
時
間
の
順
序
を
表
示
し
な
い
場
合

も
数
多
く
い
く
つ
か
の
巻
が
同
じ
時
間
の
幅
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
も

お
お
む
ね
幅
の
あ
る
時
間
の
流
れ
を
全
体
的
に
は
構
成
し
て
い
ま
す
、「
ま
る
ご
と
」
が
量
を
第
一
義
に
示

し
た
と
し
て
も
そ
こ
に
時
間
の
過
程
と
運
動
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
説
明
し
よ
う
と
す
る
言
葉
の
中
に
そ

れ
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
も
明
ら
か
で
す
、
最
大
限
の
量
は
円
や
球
に
な
り
ま
す
が
そ
れ
が
完
結
の
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
な
が
ら
そ
う
な
ら
な
い
の
は
運
動
が
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
で
す
、
そ
れ
は
ど
こ
へ
行
こ
う

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、「
ま
る
ご
と
」
の
拡
大
運
動
が
根
ざ
し
て
い
る
幼
児
的
な
願
望
の
め
あ
て
は
生

じ
た
と
た
ん
に
逃
げ
去
っ
て
ゆ
く
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
性
懲
り
の
な
い
い
た
ち
ご
っ
こ
の
追
求
の
痕
跡
は

老
人
の
手
に
無
数
の
し
わ
と
な
っ
て
刻
ま
れ
て
い
ま
す
、
決
し
て
閉
じ
ら
れ
ず
に
円
環
し
て
ゆ
く
螺
旋
的
な

運
動
の
軌
跡
が
書
く
こ
と
の
中
心
に
も
あ
り
、
始
ま
り
と
終
り
は
薄
明
の
中
に
あ
る
そ
の
螺
旋
運
動
の
ワ
ン

コ
イ
ル
を
収
め
よ
う
と
す
る
の
が
全
集
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
、
さ
て
著
者
は
お
び
た
だ
し
い
単
行
本
を
そ

の
時
々
に
出
し
て
お
り
、
書
か
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
の
著
書
に
収
録
さ
れ
て
い
て
そ
の
収
録
比
率



32

は
と
ん
で
も
な
く
高
い
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
本
を
足
し
算
す
れ
ば
こ
の
「
ま
る
ご
と
」
に
な
る
の
か
と

い
う
と
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
時
点
で
の
全
集
、
選
集
で
あ
っ
た
二
つ
の
著
作
集
を
含
め
て
も
そ
う
は

な
り
ま
せ
ん
、
い
わ
ゆ
る
集
め
も
の
の
単
行
本
は
枠
を
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
れ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
単
行
本
は
も
と
よ
り
二
つ
の
著
作
集
も
限
定
さ
れ
た
そ
の
時
々
の
「
ま
る

ご
と
」
で
あ
り
更
新
さ
れ
て
よ
り
大
き
な
「
ま
る
ご
と
」
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
著

者
が
書
き
つ
づ
け
て
い
っ
た
運
動
の
も
た
ら
す
必
然
で
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
あ
ら
た
に
視
え
て

く
る
も
の
が
か
な
ら
ず
あ
る
の
で
す
、
読
み
直
す
こ
と
自
体
が
最
初
と
同
じ
よ
う
に
は
読
め
な
い
も
の
で
す

が
、
ど
う
い
う
編
集
構
成
の
な
か
で
読
む
か
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
た
発
見
に
出
会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
、
全

著
作
集
の
別
の
巻
や
ひ
と
つ
の
巻
の
別
の
部
立
て
に
隔
て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
時
間
に
即
し
た
間
近
な
配
置

の
流
れ
の
中
で
読
ん
で
い
く
時
に
い
ま
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
面
白
さ
と
新
鮮
な
印
象
に
見
舞
わ
れ
る
は

ず
な
の
で
す
、「
ま
る
ご
と
」
を
更
新
す
る
こ
と
は
そ
の
著
者
が
読
み
継
が
れ
る
の
に
欠
か
せ
な
い
ど
う
し

て
も
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
む
こ
と
で
は
じ
め
て
あ
ら
た
な
発
見
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
、
棺
を
覆
っ
て
は
じ
め
て
定
ま
る
、
定
ま
る
の
か
定
ま
ら
な
い
の
か
定
め
ら
れ
る
の
か
定
め
ら

れ
な
い
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
全
集
を
あ
ら
た
に
編
む
大
き
な
理
由
と
し
て

あ
り
ま
す
、
と
こ
ろ
で
著
者
は
あ
る
単
行
本
の
あ
と
が
き
で
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
指
向
す
る
と

こ
ろ
を
「
た
だ
ひ
と
つ
の
光
源
」
と
書
い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
も
「
ま
る
ご
と
」
の
中
心
を
指
差
し
て

い
る
と
お
も
わ
れ
ま
す
、
全
集
の
「
ま
る
ご
と
」
は
お
び
た
だ
し
い
語
句
や
文
か
ら
な
っ
て
い
る
ひ
と
ま
と

ま
り
の
文
章
が
さ
ら
に
い
く
つ
も
い
く
つ
も
集
め
ら
れ
て
い
る
限
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
限
定
さ
れ
な
い
か
の
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よ
う
に
拡
が
っ
て
い
る
著
作
の
著
者
の
生
涯
に
そ
く
し
た
量
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
同
時
に
そ
の
量

に
還
元
で
き
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
、「
ま
る
ご
と
」
は
「
光
源
」
の
よ
う
な
白
熱
し
た
中
核
で
あ
り
か

つ
辺
縁
ま
で
も
じ
ぶ
ん
の
も
の
と
主
張
し
て
い
て
、
そ
れ
は
読
む
こ
と
で
読
者
の
な
か
に
転
移
・
呼
応
し
て

ゆ
く
も
の
で
す
が
、
不
思
議
な
の
は
す
べ
て
を
読
ま
な
け
れ
ば
「
ま
る
ご
と
」
に
ふ
れ
ら
れ
な
い
か
と
い
え

ば
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、
読
む
過
程
の
中
で
不
意
に
あ
っ
と
い
う
間
に
ま
た
い
つ
と
も
し
れ
ず
い
つ

の
間
に
か
つ
か
ま
え
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
で
も
あ
り
ま
す
、
読
む
こ
と
で
か
か
る
「
ま
る
ご
と
」
の
病
い
は

接
触
感
染
だ
と
と
り
あ
え
ず
い
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
が
そ
れ
は
ど
こ
か
空
気
感
染
の
お
も
む
き

も
あ
っ
て
、
一
陣
の
突
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
ま
た
微
風
に
な
ぶ
ら
れ
ま
ど
ろ
み
へ
誘
わ
れ
る

か
の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
、「
ま
る
ご
と
」
は
す
べ
て
で
あ
り
中
核
で
あ
り
辺
縁
に
偏

在
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
冊
の
本
の
み
な
ら
ず
一
篇
の
エ
ッ
セ
イ
に
も
ご
く
短
い
フ
レ
ー
ズ
に
す
ら
潜
ん
で

い
て
待
ち
構
え
て
お
り
、
そ
の
幼
児
的
な
願
望
は
い
つ
も
拡
大
し
よ
う
と
う
ず
う
ず
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

う
し
な
く
て
も
い
つ
も
そ
の
方
位
に
憑
か
れ
て
い
る
贅
沢
な
願
望
で
す
、
い
つ
ど
こ
で
だ
れ
に
よ
っ
て
ど
ん

な
か
た
ち
で
と
ら
え
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
「
ま
る
ご
と
」
を
と
こ
と
ん
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
い
つ
で

も
待
機
し
て
い
る
の
が
全
集
で
す
、
そ
の
た
め
全
集
は
そ
の
著
者
の
時
間
も
空
間
も
く
ま
な
く
完
備
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
手
元
に
置
こ
う
と
い
う
の
は
と
て
つ
も
な
く
贅
沢
で
豪
華
な
欲
望
の
充

足
で
す
、
全
集
の
刊
行
が
発
表
さ
れ
た
と
き
じ
ぶ
ん
は
た
く
さ
ん
単
行
本
を
も
っ
て
い
て
そ
の
上
全
集
ま
で

も
買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
ぼ
や
き
声
が
西
の
ほ
う
か
ら
漏
れ
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
ち

ろ
ん
そ
れ
で
満
足
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
ち
っ
と
も
無
理
し
て
買
う
こ
と
は
な
い
の
で
す
、
む
し
ろ
そ
つ
が
な
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い
常
識
的
な
判
断
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
そ
れ
は
、
し
か
し
、
全
集
と
い
う
の
は
ど
ん
な

に
現
世
に
繋
が
れ
る
た
め
の
合
理
的
な
大
人
の
計
算
で
取
り
繕
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
も
と
も
と

超
常
識
的
な
は
っ
き
り
い
え
ば
狂
気
の
沙
汰
な
の
で
す
、
書
き
に
書
い
た
人
も
書
い
た
人
だ
し
そ
れ
を
探
す

人
も
探
す
人
だ
し
編
む
人
も
編
む
人
だ
し
出
す
人
も
出
す
人
だ
し
買
う
人
も
買
う
人
だ
し
読
む
人
も
読
む
人

だ
し
と
い
う
み
え
な
い
手
と
手
を
と
り
合
っ
た
無
謀
な
偏
執
の
渦
に
に
な
わ
れ
て
か
ろ
う
じ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
未
収
録
の
も
の
の
多
寡
な
ど
に
か
か
わ
ら
な
い
こ
と
で
、
残
る
く
ま
な
く
満
た

さ
れ
た
「
ま
る
ご
と
」
に
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状
態
に
じ
ぶ
ん
を
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
お
こ
う
と
す
る

果
て
し
な
い
願
望
に
憑
か
れ
た
も
の
が
全
集
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
、
視
線
は
頭
の
テ
ッ
ペ
ン
で
は

宇
宙
の
彼
方
か
ら
俯
瞰
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
実
際
は
眼
の
紙
魚
と
な
っ
て
原
稿
や
ゲ
ラ
の
上
を
這
い
回
り

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
と
ど
う
で
も
よ
く
な
い
こ
と
と
の
危
う
い
境
界
線
を
、
剥む

く
か
剥は

ぐ
か
斑ま

ば
らか
斑ま

だ
らか
黒
髪

か
黒
髯
か
ほ
ん
と
か
ほ
ん
と
う
か
と
よ
ろ
め
き
な
が
ら
た
ど
っ
て
ゆ
く
の
が
全
集
の
編
集
作
業
に
つ
き
ま
と

う
も
の
で
、
都
か
区
か
ど
こ
ろ
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
そ
ん
な
次
第
で
全
集
の
編
集
者
は
ま
ち
が
い
な
く

偏
執
者
の
目
つ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
お
め
に
か
か
ら
ず
こ
こ
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た
の
は
幸
い
で
す
、

な
に
せ
こ
の
一
文
は
、
発
足
し
て
一
年
四
冊
で
つ
ぶ
れ
も
せ
ず
に
あ
ろ
う
こ
と
か
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終 

っ
て
も
ま
だ
ザ
ト
ペ
ッ
ク
な
与
太
走
り
を
つ
づ
け
る
つ
も
り
で
い
る
わ
が
「
ま
る
ヨ
シ
」
さ
ん
に
献
る
自
家

撞
着
的
・
自
問
自
答
的
な
祝
儀
花
一
輪
の
つ
も
り
な
の
で
す
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

（
も
の
ま
み
や
　
み
き
ひ
こ
）
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当
店
で
は
2
0
1
4
年
11
月
11
日
か
ら
2
0
1
5
年
1
月
10

日
ま
で
の
2
ヶ
月
間
、「
年
末
年
始
は
本
の
街 

神
保
町
で
人
文

書
」（
人
文
会
フ
ェ
ア
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
人
文
会
会
員
社
の
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
店
は
1
階
か
ら
6
階
の

多
層
フ
ロ
ア
に
な
っ
て
お
り
人
文
書
コ
ー
ナ
ー
は
4
階
と
5
階

に
あ
る
の
で
す
が
、
フ
ェ
ア
を
実
施
し
た
の
は
2
階
の
下
り
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
の
壁
面
棚
で
し
た
。
棚
は
連
続
し
た
15
ス
パ

ン
を
使
用
し
て
約
2
5
0
0
ア
イ
テ
ム
3
1
0
0
冊
と
大
規
模

な
フ
ェ
ア
と
な
り
ま
し
た
。
2
ヶ
月
間
の
売
上
は
4
2
0
万
円

1
8
0
0
冊
で
大
変
い
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
1
日
当
た
り

の
売
上
で
い
う
と
約
6
万
8
0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
フ
ェ
ア
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
を
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
当
店
で
は
「
人
文
会
フ
ェ
ア
」
の
前
に
2
0
1
4
年
8
月
22

日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
の
約
2
ヶ
月
間
「
科
学
と
技
術
図
書
フ
ェ

ア
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
当
店
の
他
に
日
本

理
学
書
総
目
録
刊
行
会
、
家
政
学
図
書
目
録
刊
行
会
、
農
業
書

協
会
を
主
催
者
と
し
て
ト
ー
ハ
ン
に
共
催
い
た
だ
い
た
フ
ェ
ア

で
し
た
。
実
施
場
所
は
理
工
学
コ
ー
ナ
ー
の
あ
る
5
階
の
上
り

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
壁
面
棚
9
ス
パ
ン
で
3
5
0
0
ア
イ
テ
ム

を
展
示
し
ま
し
た
。
大
規
模
で
し
た
が
売
上
も
約
4
0
0
万
円

1
6
0
0
冊
と
好
成
績
で
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ア
を
実
施
し
て
気

づ
い
た
の
は
「
出
版
社
1
社
の
み
の
フ
ェ
ア
で
売
上
を
作
る
の
は

難
し
い
が
、
同
じ
傾
向
の
出
版
社
数
社
の
フ
ェ
ア
で
か
つ
店
内
で

大
々
的
に
フ
ェ
ア
告
知
を
行
え
ば
売
上
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
以
前
か
ら
上
司
に
「
人
文
会
と
連
携
し
て
何
か
で
き
な
い

か
？
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
「
科
学
と
技
術
図
書
フ
ェ

年
末
年
始
は
本
の
街 

神
保
町
で
人
文
書 

副
田
　

陸
児 

（
三
省
堂
書
店
神
保
町
本
店
店
長
）

｜
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
報
告
｜
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然
科
学
な
ど
）1
ス
パ
ン
、
と
決
定
し
て
各
出
版
社
の
ア
イ
テ
ム
選

択
に
入
り
ま
し
た
。
各
出
版
社
の
ア
イ
テ
ム
と
冊
数
が
決
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
搬
入
日
と
搬
入
方
法
を
ト
ー
ハ
ン
と
打
合
せ
し
ま
し
た
。

出
版
社
は
出
庫
す
る
商
品
を
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
箱
に
詰
め
て
ジ
ャ

ン
ル
名
を
箱
に
貼
り
付
け
て
搬
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
後

で
考
え
る
と
、
多
数
の
商
品
が
あ
る
の
で
こ
の
搬
入
方
法
が
フ
ェ

ア
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
際
に
ジ
ャ
ン
ル
の
仕
分
け
を
不
要
に
し

て
効
率
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
フ
ェ
ア
中
も
補
充
品
や

新
刊
に
必
ず
フ
ェ
ア
用
の
ジ
ャ
ン
ル
名
入
り
短
冊
が
挟
み
込
ま
れ

て
い
た
た
め
、
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
間
違
え
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
棚
に
納
品
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
商
品
約
1
0
0
箱
は
3
日
間
に
分
け
て
搬
入
に
な
り

ま
し
た
。
フ
ェ
ア
開
始
前
日
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
時
は
、
台
車
で

同
じ
ジ
ャ
ン
ル
名
の
紙
が
貼
ら
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
ご
と
に
棚
前

に
運
び
、
人
文
会
約
15
名
に
商
品
を
棚
入
れ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
人
数
で
し
た
の
で
実
際
の
棚
入
れ
に
か
か
っ
た
時
間
は
2

時
間
く
ら
い
で
し
た
。
最
後
に
棚
上
に
ジ
ャ
ン
ル
名
の
入
っ
た

フ
ェ
ア
名
入
り
看
板
を
取
り
付
け
て
各
階
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
周

り
に
告
知
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
て
無
事
フ
ェ
ア
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
」
終
了
後
に
人
文
会
で
唯
一
面
識
の
あ
る
み
す
ず
書
房
の
田
﨑

様
に
電
話
を
し
て
「
当
店
で
人
文
会
フ
ェ
ア
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
欲
し
い
」
旨
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
そ
の
後
す
ぐ
に
田
﨑
様
の
他
に
春
秋
社
の
片
桐
様
、
法

政
大
学
出
版
局
の
朝
倉
様
の
3
名
が
当
店
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
当
初
は
フ
ェ
ア
実
施
依
頼
の
説
明
後
お
帰
り
に
な
っ
て
検
討

さ
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
「
場
所
は
？
」「
期
間
は
？
」「
展

示
で
き
る
ア
イ
テ
ム
数
は
？
」
な
ど
具
体
的
な
話
を
し
て
い
る
う

ち
に
そ
の
場
で
フ
ェ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
あ

と
は
人
文
会
が
棚
ご
と
の
ジ
ャ
ン
ル
を
決
め
て
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
に

沿
っ
た
ア
イ
テ
ム
の
セ
レ
ク
ト
を
行
う
こ
と
、
フ
ェ
ア
の
タ
イ
ト

ル
を
決
め
て
店
内
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

こ
と
の
み
と
な
り
、
3
名
の
方
の
即
決
力
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

人
文
会
は
20
社
あ
る
の
で
す
が
こ
の
後
も
代
表
の
3
名
の
方
が
統

率
力
を
発
揮
さ
れ
て
、
お
蔭
様
で
フ
ェ
ア
の
開
始
前
か
ら
開
始
後

そ
し
て
終
了
ま
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
人
文
会
が
棚
ご
と
の
ジ
ャ
ン
ル
の
割
り
振
り
を
哲
学
・

思
想
3
ス
パ
ン
、
心
理
2
ス
パ
ン
、
宗
教
・
教
育
1
ス
パ
ン
、
僅

少
本
1
ス
パ
ン
、
日
本
史
2
ス
パ
ン
、
世
界
史
2
ス
パ
ン
、
社
会

2
ス
パ
ン
、
現
代
の
批
評
・
評
論
1
ス
パ
ン
、
そ
の
他（
芸
術
・
自
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棚
と
フ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
の
2
ヶ
所
に
そ
れ

ぞ
れ
在
庫
が
あ
る
商
品
は
1
冊
売
れ
て
も

ま
だ
在
庫
が
1
冊
あ
る
の
で
自
動
発
注
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
売
れ
た
の
が
ど
ち

ら
か
ら
な
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
逆
に

フ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー
に
し
か
在
庫
が
な
い
商

品
が
売
れ
て
在
庫
が
0
冊
に
な
っ
た
場
合

に
は
自
動
発
注
は
出
る
の
で
す
が
、
元
フ

ロ
ア
の
棚
で
あ
る
4
階
や
5
階
の
補
充
品

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
混
載
さ
れ
て
納
品
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
売
上
を
1
週

間
ご
と
に
幹
事
様
に
お
伝
え
し
て
、
売
れ

た
フ
ェ
ア
銘
柄
商
品
は
出
版
社
か
ら
「
2

階
フ
ェ
ア
行
き
」
と
明
記
の
上
で
補
充
す

　
ま
た
、
フ
ェ
ア
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
外
商
部
の
営

業
所
に
配
布
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
苦
労
し
た
こ
と
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
フ
ェ
ア
で
売
れ
た
商
品
の
補
充
の
方
法
で
す
。

　
当
店
は
レ
ジ
が
1
階
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
フ
ェ
ア
コ
ー
ナ
ー

で
売
れ
た
商
品
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
元
フ
ロ
ア
の

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
2
階
に
在
庫
の
あ
っ
た
商
品

は
元
フ
ロ
ア
の
棚
に
戻
す
、
と
い
う
こ
と
も
行
っ
た
の
で
す
。

　
次
に
フ
ェ
ア
の
陳
列
の
見
直
し
で
す
。

　
フ
ェ
ア
開
始
当
初
は
1
日
当
た
り
の
売
上
が
6
万
円
強
で
推
移

し
て
お
り
ま
し
た
。
人
文
会
と
は
フ
ェ
ア
の
売
上
金
額
は
「
科
学

と
技
術
図
書
フ
ェ
ア
」
の
4
0
0
万
円
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
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筆 者 近 影

し
た
の
で
1
日
当
た
り
の
売
上
を
6
万
円
台
後
半
ま
で
持
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
フ
ェ
ア
期
間
中
売
上

が
芳
し
く
な
か
っ
た
「
僅
少
本
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
撤
去
し
て
売
行

良
好
書
を
面
陳
列
し
た
り
色
々
工
夫
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
功
を
奏
し
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
そ
の
後
休
日
や
年
末
年

始
で
売
上
を
伸
ば
し
て
、
最
終
的
に
は
1
日
当
た
り
の
売
上
を

6
万
8
0
0
0
円
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
フ
ェ
ア
商
品
の
売
上
ベ
ス
ト
3
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
位 

み
す
ず
書
房
「
夜
と
霧
」

2
位 

紀
伊
国
屋
書
店
「〈
わ
た
し
〉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

 

ガ
ザ
ニ
ガ
脳
科
学
講
義
」

3
位 

日
本
評
論
社
「
治
さ
な
く
て
よ
い
認
知
症
」

　
ジ
ャ
ン
ル
で
は
思
想
・
哲
学
・
宗
教
と
歴
史
が
売
上
の
7
割
以

上
を
占
め
て
お
り
社
会
・
心
理
・
教
育
な
ど
の
社
会
系
よ
り
も
人

文
系
の
商
品
の
方
が
売
上
を
作
り
や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
芸
術
や
文
芸
と
い
っ
た
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
的
な
ジ
ャ

ン
ル
の
売
上
が
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
客
層
と
し
て
は
心
理
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
は
20
代
女
性
も

お
り
、
4
階
と
5
階
の
人
文
書
元
コ
ー
ナ
ー
と
は
異
な
る
客
層
に

も
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
商
品
単
価
も

平
均
2
2
0
0
円
で
予
想
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

や
は
り
こ
れ
だ
け
の
商
品
が
一
同
に
並
ぶ
と
思
わ
ず
財
布
の
紐
が

緩
ん
で
値
段
の
高
い
商
品
も
購
入
し
て
し
ま
う
と
い
う
消
費
マ
イ

ン
ド
な
の
で
し
ょ
う
か
…
…
。

　
今
後
は
「
年
末
年
始
は
本
の
街 

神
保
町
で
人
文
書
」
を
年
末

恒
例
の
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
と
し
て
実
施
で
き
る
か
ど
う
か
人
文
会
に

打
診
し
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。副

田
　

陸
児 （
そ
え
だ
　
り
く
じ
）
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1
0
1
号
（
07
・
6
）

巻
頭
エ
ッ
セ
ー
　
炭
鉱
の
カ
ナ
リ
ア
と
し
て
の
ツ
バ
ル 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
神
保
哲
生

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　「
伝
え
た
い
」と
い
う
思
い 

田
園
書
房
本
部
　
久
保
　
誠

15
分
で
読
む「
こ
こ
ろ
の
臨
床
学
」
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都
大
学
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教
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学
研
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教
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・
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床
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理
士
・
文
学
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士
　
皆
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私
の
52
年
　
後
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元
・
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
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常
務
取
締
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清
水
軍
三

私
の
選
書
論
の
試
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日
本
図
書
館
協
会
理
事
　
西
野
一
夫

専
門
書
の
販
売
力
強
化
の
た
め
に 

大
学
生
協
東
京
事
業
連
合
書
籍
事
業
部
課
長
　
射
場
敏
明

　
研
修
旅
行
報
告
　
広
報
委
員
会

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

1
0
2
号
（
07
・
12
）

巻
頭
エ
ッ
セ
ー
　「
人
文
」と
い
う
こ
と 

憲
法
研
究
者
　
樋
口
陽
一

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
棚
と
対
峙
す
る
日
々 

喜
久
屋
書
店
倉
敷
店
　
市
岡
陽
子

現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
何
で
あ
っ
た
か

 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
、博
士（
社
会
学
）　
盛
山
和
夫

「
無
料
貸
本
屋
」か
ら「
情
報
の
町
医
者
」へ 

静
岡
市
立
御
幸
町
図
書
館
長
　
豊
田
高
広

東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
変
遷
と
展
望 

文
化
通
信
社
　
星
野
　
渉

代
表
幹
事
あ
い
さ
つ 

春
秋
社
　
鎌
内
宣
行

　
委
員
会
活
動
方
針

　
2
0
0
7
年
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

1
0
3
号
（
08
・
5
）

巻
頭
エ
ッ
セ
ー
　
ア
ヤ
と
コ
ト
ワ
リ 

編
集
工
学
研
究
所
所
長
　
松
岡
正
剛

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
人
文
書
と
フ
ェ
ア 

今
井
書
店
グ
ル
ー
プ
セ
ン
タ
ー
店
　
家
島
聖
司

十
五
分
で
分
か
る
日
本
中
世
史 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
准
教
授
・
文
学
博
士
　
本
郷
和
人

図
書
館
栄
え
て
出
版
滅
ぶ
？ 

国
立
国
会
図
書
館
電
子
資
料
課
長
　
栁
与
志
夫

く
ま
ざ
わ
が
専
門
書
を
取
り
組
む
理
由

 

（
株
）カ
ル
チ
ェ
・
イ
ケ
ダ
取
締
役
役
員
　
ア
カ
デ
ミ
ア
港
北
店
店
長
　
西
原
宗
佳

　
研
修
旅
行
報
告

1
0
4
号
（
08
・
9
）

代
表
幹
事
よ
り
　
人
文
会
創
立
40
周
年
に
向
け
て 

鎌
内
宣
行

エ
ッ
セ
ー
　「
よ
い
こ
と
」を
決
め
る
の
は
誰
だ 

東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
　
本
田
由
紀

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
人
文
書
と
親
書 

平
安
堂
長
野
店
　
小
峰
果
林

15
分
で
読
む「
社
会
福
祉
の
研
究
課
題
」

 

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
社
会
福
祉
研
究
専
攻
教
授
　
秋
山
智
久

　
各
委
員
会
か
ら

　
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

　
人
文
会
活
動
報
告
・
年
次
総
会
報
告

人
文
会
ニ
ュ
ー
ス
目
次
再
録
（
1
0
1
号
〜
1
2
0
号
）

※ 

執
筆
者
肩
書
き
は
掲
載
当
時
の
も
の
で
す
。
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1
0
5
号
（
09
・
5
）
創
立
40
周
年
記
念
東
京
合
同
研
修
会
特
集
号

人
文
会
創
立
40
周
年
記
念
東
京
合
同
研
修
会
に
つ
い
て 

代
表
幹
事
　
鎌
内
宣
行

特
別
講
演
　
教
養
主
義
の
没
落
と
人
文
・
社
会
科
学 

関
西
大
学
文
学
部
教
授
　
竹
内
　
洋

第
一
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
人
文
会
の
40
年
と
人
文
書
の
可
能
性

 

ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
大
阪
本
店
　
福
嶋
　
聡

 

筑
摩
書
房
　
菊
池
明
郎

 

東
京
大
学
出
版
会
　
橋
元
博
樹

 

　
司
会
　
み
す
ず
書
房
　
持
谷
寿
夫

第
二
部
　
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
　
人
文
書
販
売
の
現
在
と
未
来

	

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
　
吉
田
敏
恵

 

大
垣
書
店
烏
丸
三
条
店
　
池
田
忠
夫

 

喜
久
屋
書
店
倉
敷
店
　
市
岡
陽
子

 

あ
ゆ
み
B
O
O
K
S
専
務
取
締
役
　
鈴
木
孝
信

 

司
会
　
春
秋
社
　
鎌
内
宣
行

第
三
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
人
文
書
の
最
前
線

	
月
曜
社
取
締
役
　
小
林
　
浩

 

平
凡
社
編
集
部
　
飯
野
勝
己

 

筑
摩
書
房
編
集
部
　
磯
　

知
七
美

 

東
京
大
学
出
版
会
編
集
部
　
山
田
秀
樹

 

司
会
　
勁
草
書
房
　
吉
武
　
創

第
四
部
　
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
人
文
書
販
売
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

 

司
会
　
創
元
社
　
　
　
華
園
　
斉

 

み
す
ず
書
房
　
田
﨑
洋
幸

　
東
京
合
同
研
修
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

1
0
6
号
（
09
・
9
）

代
表
幹
事
あ
い
さ
つ 

鎌
内
宣
行

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
京
都
の
街
か
ら 

ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
松
山
店
　
鳥
羽
隼
弥

15
分
で
読
む
経
済
思
想 

明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
　
稲
葉
振
一
郎

本
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト 

千
代
田
区
立
千
代
田
図
書
館
　
企
画
チ
ー
フ
　
河
合
郁
子

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

　
委
員
会
活
動
方
針

　
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

1
0
7
号
（
10
・
2
）

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　「
教
授
の
本
棚
」コ
ー
ナ
ー
が
で
き
る
ま
で 

蔦
屋
書
店
熊
本
三
年
坂
店
店
長
　
上
田
雅
三

十
五
分
で
読
む
日
本
近
代
史
入
門
講
義

 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
　
加
藤
陽
子

大
学
図
書
館
に
お
け
る
新
た
な
選
書
の
試
み

 

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
司
書
　
川
崎
安
子

　
研
修
旅
行
報
告

1
0
8
号
（
10
・
5
）
人
文
会
連
続
セ
ミ
ナ
ー
in
千
代
田
図
書
館 

特
集
号

本
を
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
　
出
版
社
を
知
り
出
版
社
で
選
ぶ

　
1
　『
国
史
大
辞
典
』物
語
―
日
本
史
へ
の
道
案
内

 

吉
川
弘
文
館
代
表
取
締
役
社
長
　
前
田
求
恭

　
2
　

企
画
か
ら
出
版
ま
で
―
編
集
歴
33
年
の
経
験
か
ら 

 

未
來
社
代
表
取
締
役
社
長
　
西
谷
能
英

　
3
　

20
世
紀
の
思
想
を
切
り
取
る
―
ち
く
ま
学
芸
文
庫

 

筑
摩
書
房
代
表
取
締
役
専
務
・
編
集
局
長
　
熊
沢
敏
之

　
4
　

最
後
の〈
紙
〉の
百
科『
世
界
大
百
科
事
典
』 

平
凡
社
執
行
役
員
　
関
口
秀
紀

　
5
　

福
沢
、南
原
、丸
山
と
大
学
出
版
の
未
来 

 

東
京
大
学
出
版
会
常
務
理
事
・
編
集
局
長
　
竹
中
英
俊

　
6
　『
夜
と
霧
』『
生
き
が
い
に
つ
い
て
』ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
誕
生
―
シ
ロ
ナ
ン
カ
イ
出
版

　
　
　
社
の
め
ざ
す
も
の 

み
す
ず
書
房
代
表
取
締
役
社
長
　
持
谷
寿
夫

　
7
　

番
外
編
　
私
が
す
す
め
る
こ
の
一
冊
―
本
作
り
の
プ
ロ
に
訊
く
、本
と
の
出
会
い

 

セ
ミ
ナ
ー
講
師
6
名
　
&
　
千
代
田
図
書
館
館
長
　
新
谷
迪
子
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1
0
9
号
（
10
・
9
）

代
表
幹
事
挨
拶 

田
﨑
洋
幸

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
新
店
開
店
に
際
し
て 

戸
田
書
店
静
岡
本
店
人
文
書
担
当
　
藤
浪
哲
也

15
分
で
描
く
ト
ラ
ウ
マ
・
マ
ッ
プ 

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
　
宮
地
尚
子

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

　
委
員
会
活
動
方
針

　
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

1
1
0
号
（
11
・
6
）

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
基
本
図
書 
リ
ブ
ロ
商
品
部
　
野
上
由
人

｜
15
分
で
読
む
歴
史
ド
ラ
マ
の
背
景
｜

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
と
戦
国
史
研
究
の
進
展 

静
岡
大
学
名
誉
教
授
　
小
和
田
哲
男

　
2
0
1
0
年
研
修
旅
行
報
告

1
1
1
号
（
11
・
10
）

代
表
幹
事
挨
拶 

田
﨑
洋
幸

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
帰
と
そ
の
道
の
り 

紀
伊
國
屋
書
店
仙
台
店
店
長
　
後
藤
　
崇

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

　
委
員
会
活
動
方
針

　
人
文
会
・
紀
伊
國
屋
書
店
合
同
研
修
会
報
告

1
1
2
号
（
12
・
4
）

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
代
官
山
の
記
憶
―
街
に
本
屋
は
生
ま
れ
、育
つ 

代
官
山 

蔦
屋
書
店
　
藥
師
寺
紋
子

十
五
分
で
読
む
イ
ギ
リ
ス 

中
央
大
学
法
学
部
教
授
　
新
井
潤
美

ば
っ
て
ん
　
と
し
ょ
か
ん（battenn toshokann

）

 

く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
図
書
館
館
長
　
田
中
榮
博

　
2
0
1
1
年
研
修
旅
行
報
告

1
1
3
号
（
12
・
9
）

代
表
幹
事
挨
拶 

田
﨑
洋
幸

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
人
文
書
担
当
と
し
て
の
試
み
2
0
0
1

－

2
0
1
2

　

〈
じ
ん
ぶ
ん
や
〉〈
じ
ん
ぶ
ん
大
賞
〉

　
そ
し
て
M
D
制
度
導
入
の
こ
と
　	

I
N
T
E
R
V
I
E
W
　
紀
伊
國
屋
書
店
　
吉
田
敏
恵

十
五
分
で
読
む
大
正
百
年 

政
治
学
者
　
尾
原
宏
之

公
共
図
書
館
の
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
、そ
の
傾
向
と
対
策

 

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
芸
学
部
国
文
学
科
教
授
　
歌
野
　
博

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

　
委
員
会
活
動
方
針

　
2
0
1
2
年
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

1
1
4
号
（
13
・
1
）

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　「
老
舗
書
店
」の
矜
持
と
チ
ャ
レ
ン
ジ 

長
﨑
書
店
　
長
﨑
健
一

十
五
分
で
読
む
イ
タ
リ
ア
現
代
思
想 

京
都
大
学
大
学
院
教
授
　
岡
田
温
司

公
立
図
書
館
に
お
け
る
人
文
書
の
配
架
に
つ
い
て
の
一
考
察

 

L（Librarian

）&
P（Publisher

）の
会
世
話
人
　
吉
野
友
博

　
2
0
1
2
年
研
修
旅
行
報
告
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1
1
5
号
（
13
・
4
）

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
く
ま
ざ
わ
書
店
チ
ェ
ー
ン
本
部
に
聞
く

	

I
N
T
E
R
V
I
E
W
　
く
ま
ざ
わ
書
店
　
森
岡
葉
子
、栗
原
真
未

十
五
分
で
わ
か
る
仏
教
心
理
学 

宗
教
情
報
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　
葛
西
賢
太

ブ
ッ
ク
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
図
書
館
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

 
松
本
大
学
松
商
短
期
大
学
部
、
常
磐
大
学
非
常
勤
講
師
　
内
野
安
彦

｜
変
化
の
中
に
あ
る
出
版
流
通
｜

　
ト
ー
ハ
ン
の
取
り
組
み 
株
式
会
社
ト
ー
ハ
ン 

前
仕
入
企
画
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
兼

	
仕
入
企
画
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
専
門
書
担
当
）　
倉
根
智
男

　
日
販
が
取
り
組
む
出
版
流
通
改
革
に
つ
い
て 

	

日
本
出
版
販
売
株
式
会
社 
書
籍
部
書
籍
仕
入
第
二
課
長
　
駒
村
一
雄

1
1
6
号
（
13
・
10
）

代
表
幹
事
挨
拶 
田
﨑
洋
幸

｜
書
店
現
場
か
ら
｜

　
取
次
販
売
会
社
と
の
販
売
契
約
に
つ
い
て
　
そ
し
て
、あ
ゆ
み
B
oo
k
s
の
人
文
書

　
販
売
の
考
え
方
に
つ
い
て

	

寄
稿
・
I
N
T
E
R
V
I
E
W
　
あ
ゆ
み
B
o
o
k
s
代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
木
孝
信

｜
編
集
者
が
語
る
こ
の
叢
書
・
こ
の
シ
リ
ー
ズ
｜

　
❶
白
水
ｉ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
は「
異
端
」で「
不
評
判
」？ 

白
水
社 

編
集
部
　
竹
園
公
一
朗

　
❷
人
文
書
と
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

平
凡
社 

編
集
一
部
　
保
科
孝
夫

東
京
女
子
大
学
図
書
館
に
お
け
る
学
習
支
援
の
取
組
と
丸
山
眞
男
文
庫

 

東
京
女
子
大
学 

教
育
研
究
支
援
部 

図
書
館
課
長
　
橋
本
春
美

　
人
文
会
活
動
報
告

　
人
文
会
年
次
総
会
報
告

　
委
員
会
活
動
方
針

　
2
0
1
3
年
特
約
店
グ
ル
ー
プ
訪
問
報
告

人
文
会
会
長
退
任
の
ご
挨
拶 

菊
池
明
郎

1
1
7
号
（
14
・
2
）
創
立
45
周
年
記
念
特
集
号

代
表
幹
事
挨
拶 

田
﨑
洋
幸

｜
人
文
会
45
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜

　
第
一
部
　
講
演
会
　
町
と
書
店
と
人
と
―
神
保
町
で
人
文
書
を
売
る

 

岩
波
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
　
柴
田
　
信

　
第
二
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
人
文
書
を
ど
う
売
り
伸
ば
す
か
？
―
私
の
取
り
組
み

 

紀
伊
國
屋
書
店
新
宿
本
店
　
伊
藤
　
稔

 

あ
ゆ
み
B
O
O
K
S
小
石
川
店
店
長
　
久
禮
亮
太

 

ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
池
袋
本
店
　
森
　
暁
子

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
東
京
大
学
出
版
会
　
橋
元
博
樹

｜
人
文
会
45
周
年
記
念
特
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人文会会員名簿

〒113-0033　文京区本郷5-32-21　みすず書房内
2015年4月現在

 社　名 担当者 〒 住　所 電　話 FAX

大 月 書 店 西　　浩孝 113-0033 文京区本郷2-11-9 3813-4651 3813-4656
御 茶 の 水 書 房 平石　　修 113-0033 文京区本郷5-30-20 5684-0751 5684-0753
柏書房（休会中）  113-0033 文京区本郷2-15-13 3830-1891 3830-5337
   お茶の水ウィングビル9F

紀 伊 國 屋 書 店 三橋　直也 153-8504 目黒区下目黒3-7-10 6910-0519 6420-1354
慶應義塾大学出版会 乙子　　智 108-8346 港区三田2-19-30 3451-6926 3451-3124
勁 草 書 房 西野　浩文 112-0005 文京区水道2-1-1 3814-6861 3814-6854
春 秋 社 片桐　幹夫 101-0021 千代田区外神田2-18-6 3255-9611 3253-1384
晶 文 社 島田　孝久 101-0051 千代田区神田神保町1-11 3518-4940 3518-4944
誠 信 書 房 新保　卓夫 112-0012 文京区大塚3-20-6 3946-5666 3945-8880
青 土 社 森　　卓巳 101-0064 千代田区猿楽町2-1-1 3294-7829 3294-8035
   浅田ビル1F

創 元 社 水口　大介 162-0825 新宿区神楽坂4-3 3269-1051 5229-7139
   煉瓦塔ビル

筑 摩 書 房 小島　秀人 111-8755 台東区蔵前2-5-3 5687-2680 5687-2685
東京大学出版会 橋元　博樹 153-0041 目黒区駒場4-5-29 6407-1069 6407-1991
日 本 評 論 社 江波戸　茂 170-8474 豊島区南大塚3-12-4 3987-8621 3987-8590
白 水 社 岩野　忠昭 101-0052 千代田区神田小川町3-24 3291-7811 3291-8448
平 凡 社 清田　康晃 101-0051 千代田区神田神保町3-29 3230-6572 3230-6587
法政大学出版局 朝倉　哲哉 102-0073 千代田区九段北3-2-3 5214-5540 5214-5542
   法政大学九段校舎1F

み す ず 書 房 田﨑　洋幸 113-0033 文京区本郷5-32-21 3814-0131 3818-6435
ミネルヴァ書房 三上　無久 607-8494 京都市山科区 075- 075-　　　
   日ノ岡堤谷町1 　581-0296 581-0589

未 來 社 水谷　幹夫 112-0002 文京区小石川3-7-2 3814-5521 3814-8600
吉 川 弘 文 館 片山　伸治 113-0033 文京区本郷7-2-8 3813-9151 3812-3544
  2014.5より青土社新規入会
代表幹事 田﨑洋幸 2014.5より柏書房休会
会計幹事 平石　修
書記幹事 新保卓夫
 《◎委員長（幹事）　○副委員長》
販売・企画委員会 ◎片桐幹夫　○朝倉哲哉・三橋直也・三上無久・江波戸茂・水口大介・森　卓巳
調査・研修委員会 ◎橋元博樹　○片山伸治・西野浩文・小島秀人・清田康晃
広報委員会 ◎水谷幹夫　○乙子　智・岩野忠昭・西　浩孝・島田孝久

人文会ホームページ　http://www.jinbunkai.com
（新刊情報／各社へのリンクはこちらからどうぞ）



　人文図書3分野の基本図書および最新刊を網羅した年度版の図書目録で
す。図書館におけるさらなる蔵書の充実のためにぜひご利用下さい。

●人文図書目録刊行会発行　A5判・平均245頁　頒価本体（各）286円

目録のご案内

＊ご注文は書店にお願いいたします。
●人文会
　〒113-0033　東京都文京区本郷5-32-21（みすず書房内）
　http://www.jinbunkai.com/
●人文図書目録刊行会
　〒162-8710　東京都新宿区東五軒町6-24（トーハンビル内）
　TEL　03-3266-9521（事務局）

◆哲学・思想図書総目録2015−2016年版
約2,200点（134社）収載。
〔掲載分野〕
哲学・思想一般 /倫理学･人生論 /美学 /各国哲学 /
現代哲学 /宗教一般 /宗教学 ほか
ISBN 978-4-915268-31-1

◆心理図書総目録2015−2016年版
約3,200点（116社）収載。
〔掲載分野〕
心理総論 /基礎心理 /発達心理 /教育心理 /臨床心理 /
精神分析 /精神医学 /社会心理 ほか
ISBN 978-4-915268-32-8

◆社会図書総目録2015−2016年版
約2,800点（138社）収載。
〔掲載分野〕
社会一般 /家族社会 /地域社会 /産業労働 /福祉教育 /
社会心理 /社会問題 /文化文明論 /文化人類学 ほか
ISBN 978-4-915268-33-5

5／18 発行



2015年4月3日締め切り　
人文会ニュース120号（4月末発行）

大月書店東京文京
本郷2-11

電話03－
3813-4651

税別価格www.otsukishoten.co.jp

田島哲夫訳　現代韓国を代表す
る文学研究者・金哲の日本での初
の単著。日本の植民地支配期から

「解放」前後、そして今日にいた
るまでの韓国社会の姿を「民族」
という概念を軸に見通し、植民地
主義の構造を鋭く抉る。解説=沈
煕燦・磯前順一。《推薦》 柄谷行
人・朴裕河  46判・2800円

抵抗と絶望

国家、民族、植民地主義を
徹底的に批判する

金哲（キム チョル） 著

植民地朝鮮の記憶を問う

御茶の水書房
〒113-0033 東 京 都 文 京 区 本 郷 5－30－20 
TEL.03-5684-0751
h t t p : / /www . o c h a nom i z u s hobo . c o . j p /  

ジモトを歩く
̶身近な世界のエスノグラフィ̶
川端浩平著
〈ジモト〉はどこに消えたのか。アメリカ、
オーストラリアで生活してきた著者が長ら
く離れていた故郷を歩く。『夢』をみること
のできる地域社会の条件について考える。
■本体2,800円+税

君たちに伝えたい

神奈川の裁判
小森田秋夫編
神奈川県では全国的にも有名な裁判がいく
つかあります。その中から８つの事件を選
び、事件の背景、裁判の経過と結果、裁判の
意義などについてコンパクトに解説。
■本体900円+税

人文会ニュース 80×50
150330





創元社

〈本社〉大阪市中央区淡路町4-3-6      
Tel.06-6231-9010  Fax.06-6233-3111

東京都新宿区神楽坂4-3 Tel.03-3269-1051
http://www.sogensha.co.jp/

〈支店〉

木村佐枝子 著／A5判・上製・240頁
定価（本体3,600円＋税）

アカデミア叢書
大学と社会貢献

学生ボランティア活動の教育的意義

スポーツと心理臨床
アスリートのこころとからだ

鈴木 壯 著／A５判・上製・184頁
定価（本体3,000円＋税）

心理療法としての風景構成法
その基礎に還る

古川裕之 著／A５判・上製・248頁
定価（本体3,200円＋税）

現実的なものの歓待
分析的経験のためのパッサージュ

春木奈美子 著／A5判・上製・232頁
定価（本体3,200円＋税）

東京神田神保町 ☎03-3294-7829
（価格税抜）
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